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　９月27日（日）、神河町誕生10周年高
原ハーフマラソンが開催されました。
　峰山高原を発着点とするコースは、高低
差150ｍ。ゲストランナーの藤原正和選手
と全国から集まったランナーが、アップダ
ウンの激しいコースを駆け抜けました。
　会場にはゆず製品や自然薯（じねんじ
ょ）などの特産品を味わえる出店ブースも
あり、参加者たちは素晴らしい秋晴れのも
と、高原でのひとときを楽しみました。

（関連記事Ｐ16）

高原ハーフマラソン開催！
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決
算
報
告

平成２6年度 決算報告

歳
入
の
こ
と
ば
の
説
明

   平成26年度の一般会計と特別会計、企業会計の決算がまとまり、9月定例議会で認定されました。
　町の予算は、皆さまに納めていただいている税金や国・県からの補助金などによって運営されています。
　この１年間にどのくらいのお金が入り、どのように使われたかを一般会計を中心にお知らせします。
　平成26年度の一般会計の決算は、歳入総額89億217万円、歳出総額87億2,656万円、差引１億7,561万円の黒
字となりました。
　また、決算状況として町ホームページにも掲載しています。

決算がまとまりました
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目的別歳出　総額　87億2,656万円性質別歳出　総額　87億2,656万円

入ったお金【歳入】　総額　89億217万円
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町　民　税

固定資産税

町たばこ税

軽自動車税

鉱　産　税

総　額　　　19 億 8,407 万円

5 億 1,920 万円

6,208 万円

3,258 万円

44 万円

13 億 6,977 万円
地方交付税  36.6%
32 億 6,045万円

町税  22.3%
19 億 8,407万円

総務費  20.7%
18億310 万円

民生費 14.7%
12 億8,247 万円

衛生費  18.9%
16 億 4,605 万円

町債　17.1%
15 億 2,729万円

使用料・手数料　2.6%
2 億 2,845 万円

議会費 1.0%
9,185 万円

人件費  13.9%
12 億 1,436 万円

貸付金  1.2%
1 億 240 万円

扶助費  7.8%
6 億 7,791 万円

公債費  13.1%
11 億 4,192 万円

物件費  13.4%
11 億 6,844 万円

維持補修費  0.1%
786 万円

補助費等  21.2%
18 億 5,050 万円

普通建設（補助）
7.2%
6 億 2,777 万円

普通建設（単独）  
5.4%
4 億 7,134 万円

災害復旧費 
1.5%
1 億 3,046 万円

積立金　9.6%
8 億 3,971 万円

繰出金　5.6%
4 億 9,369 万円

繰越金　1.8%
1 億 6,301万円

諸収入　1.9%
1 億 6,635 万円

分担金・負担金  0.8%
6,728 万円

繰入金  0.6%
5,439 万円

寄附金　0.1%
724 万円

財産収入　0.7%
5,962 万円地方譲与税・交付金

2.6%
2 億3,574 万円

公債費　13.1%
11 億4,194 万円

諸支出金　0.0%
0 万円

国庫支出金　7.5%
6 億6,871 万円

教育費　12.5%
10 億9,780 万円

土木費 6.6%
5 億7,688 万円

農林水産業費　4.6%
3 億9,979 万円

消防費　3.4%
2 億9,471 万円

商工費　3.0%
2 億6,151万円

災害復旧費　1.5%
1 億3,046 万円

県支出金　5.4%
4 億7,957 万円
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区　　　　分 歳　　　入 歳　　　出 差　　　引
一 般 会 計 89 億 217 万円 87 億 2,656 万円 1 億 7,561 万円

特　

別　

会　

計

介 護 療 育 支 援 事 業 特 別 会 計 6,599 万円 5,517 万円 1,082 万円
産業廃棄物処理事業特別会計 1,498 万円 1,289 万円 209 万円
寺 前 地 区 振 興 基 金 特 別 会 計 6,770 万円 6,770 万円 0 万円
長 谷 地 区 振 興 基 金 特 別 会 計 1,237 万円 1,237 万円 0 万円
国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 13 億 4,299 万円 12 億 9,043 万円 5,256 万円
後期高齢者医療事業特別会計 1 億 5,976 万円 1 億 5,868 万円 108 万円
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 12 億 6,650 万円 12 億 5,530 万円 1,120 万円
土 地 開 発 事 業 特 別 会 計 2,992 万円 1,690 万円 1,302 万円
老 人 訪 問 看 護 事 業 特 別 会 計 1 億 948 万円 9,949 万円 999 万円

企
業
会
計

水 道 事 業 収益的 3 億 9,315 万円 3 億 8,824 万円 　491 万円
下 水 道 事 業 収益的 　7 億 7,196 万円 7 億 4,050 万円 3,146 万円
公立神崎総合病院事業 収益的   29 億 9,451 万円 32 億 7,889 万円 △ 2 億 8,438 万円

総　　　合　　　計 161 億 3,148 万円 161 億 312 万円 2,836 万円

※各会計及び総合
計は、万円未満を
四捨五入していま
すので、上記の各
会計の合計と総合
計とは一致しませ
ん。

【各会計の説明】
◎　一般会計　町が行政サービスを行う上での基本的な経費を計上した会計で、町にとって会計の中心となるもの
◎　特別会計　特定の事業を行うため、特定の歳入歳出を一般会計の歳入歳出と区分して別個に処理するための会計
　・介護療育支援事業特別会計
　　　平成 12 年 4 月に神崎郡 ( 現在は姫路市香寺町・神河町・市川町・福崎町 ) で共同設置した「ケアステーションかんざき」の運営管理、
　　　そして各町の機能回復訓練事業、各種の介護支援事業と障がいを持つ子どもの療育 ( ﾘﾊﾋﾞﾘ・保育 ) 事業などを行っています。
　・国民健康保険事業特別会計　国民健康保険の運営を行っています。
　・後期高齢者医療事業特別会計　
　　　平成 20 年 4 月 1 日から開始の後期高齢者医療事業は県下 41 市町で構成する兵庫県後期高齢者医療広域連合が実施主体となり
　　　実施するもので町は住民申請等の窓口事務や保険料の徴収事務を行います。この会計は法律に基づき設置するもので保険料を
　　　徴収し、広域連合へ納付することを主とした会計です。
　・介 護 保 険 事 業 特 別 会 計　介護保険事業の運営を行っています。
　・土 地 開 発 事 業 特 別 会 計　企業団地及び住宅用地の造成、分譲販売を行っています。
　・老人訪問看護事業特別会計
　　　神崎郡、朝来市生野町及び姫路市香寺町の区域を事業対象地域として看護・リハビリサービスの提供とともに医療保険事業と
　　　居宅介護支援事業、訪問看護事業を行っています。　
　・産業廃棄物処理事業特別会計　神河町鍛治字ニガ竹の建設残土砂等処分地の管理運営を行っています。
　・寺前地区振興基金特別会計　寺前地区振興のための基金の管理を行っています。
　・長谷地区振興基金特別会計　長谷地区振興のための基金の管理を行っています。　
◎　企業会計
　・水     道     事     業     会     計　水道施設の管理運営を行っています。
　・下    水    道    事    業    会    計　下水道施設の管理運営を行っています。（合併処理浄化槽は除く）
　・公立神崎総合病院事業会計　公立神崎総合病院の管理運営を行っています。

比率 比　率　の　状　況 用　語　の　説　明

経
常
収
支
比
率

89.9％

   比率は昨年度より０．４ポイント悪くなっています。 
歳入における経常一般財源が、町税が減少したため昨年度よ
り減少しています。歳出における経常的経費は、義務的経費
である職員の人件費・扶助費と兵庫県後期高齢者医療広域連
合への繰出金が、昨年度より増加、さらに、物件費（電算シ
ステム経費、施設修繕料など）も増加しています。 
その結果、歳入の経常一般財源減少額より、歳出の経常的経
費の増加額の方が大きかったことで比率が悪くなりました。 
今後、歳入における経常一般財源である町税、普通交付税が
人口減等により、さらに減少していくと予測されることから、
なお一層の歳出削減が必要となるため、更なる事務事業の改
善に取り組む必要があると思われます。

財政構造の弾力化（余裕）を示すものであり、町村は 70％程度が
妥当とされています。経常一般財源から経常的経費に充てられる
割合が経常収支比率となり、比率が低い方が自由に使える資金が
多いことになります。

『経常的経費』…支出のうち人件費や物件費、公債費など、毎年必
　　　　　　　  ず支払う経費。

『経常一般財源』…使途が特定されない財源で毎年常に入ってくる
　　　　　　　　  もの。町税や普通交付税など。

財
政
力
指
数

43.2％
昨年度より 2.0 ポイント悪くなっています。この主な要
因は、自主財源である町税等が減少していることにあ
ります。

町の財政力を示す指数で、100％に近く、あるいは 100％
を超えるほど、財政に余裕があるとされています。普通
交付税算定による基準財政収入額を基準財政需要額で
割って得た数値の過去３年間の平均値をいいます。

指標でみる神河町の財政事情

一般会計
及び

特別会計、
企業会計の

決算
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議　会　費
町　民　税

固定資産税

町たばこ税

軽自動車税

鉱　産　税

7,642 円
150,008 円 43,195 円

5,165 円

2,710 円

3 6円

113,958 円
106,695 円

136,943 円
33,260 円

21,756 円

24,518 円

10,854 円

91,331 円
95,003 円

0 円

47,993 円

総　務　費
民　生　費
衛　生　費
農林水産業費
商　工　費
土　木　費
消　防　費
教　育　費
公　債　費
諸 支 出 費
災害復旧費

町民１人あたりに使われたお金は
　　　　       726,003 円でした

町民１人あたりに納めていただいたお金は
　　　　       165,064 円でした

内 

訳
内 

訳
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平成 26年度で実施した主な事業（一般会計）
議　会　費		
　・議会運営事業	   ６，５９５万円
		
総　務　費		
　・電算機運営事業（社会保障・税番号制度システ
　　ム改修含む）	 １億１，３５３万円
　・医師修学資金貸与事業 （2名）	 ２４０万円
　・地方バス等公共交通維持確保対策事業	 ６３２万円
　・「広報かみかわ」発行	 ３４４万円
　・庁舎管理事業（本庁舎・支庁舎・支所）	  ４,８５０万円
　・庁用車管理事業（59台）	 　　１，６２９万円
　・財政調整基金積立事業　	 ２億１，５３７万円
　・まちづくり基金（合併造成基金）積立事業	 ５億３，９９０万円
　・コミュニティバス運営事業	 ８，６９８万円
　・交通安全施設整備事業	 ６６２万円
　・まちづくり活動支援事業	 １６５万円
　・ＣＡＴＶ管理運営事業（人件費含む）　	１億４，６５７万円
　・ＣＡＴＶハイビジョン化事業	 ９４４万円
　・消費者行政推進対策事業　	 １４９万円
　・選挙費（衆議院議員総選挙、県議会議員選挙、町議会議員選挙）	１，５４４万円

民　生　費		
　・民生委員児童委員活動事業（協力委員事業を含む）	 ５４６万円
　・社会福祉協議会運営補助事業	 ２，５０６万円
　・国民健康保険事業特別会計繰出金	 ６，７６４万円
　・介護保険事業特別会計繰出金	 ２億６２７万円
　・老人クラブ助成事業	 ５３８万円
　・要援護者タクシー運賃助成事業（88名）	５４万円
　・長寿（８名）祝金支給事業	 ８６万円
　・広域シルバー人材センター負担事業	 ３２０万円
　・高齢者生活支援ハウス運営委託事業	 ６００万円
　・障害者自立支援法による各種給付事業	 ２億２３６万円
　・福祉医療助成事業	 ８，３０３万円
　・後期高齢者医療事業（特会・広域連合への繰出等）	１億９，０７４万円
　・子どもを健やかに生み育てる支援金	 ３３０万円
　・縁結び事業	 ８５万円
　・子ども・子育て支援システム整備	 １，２２３万円
　・子育て世帯臨時特例給付事業	 １，５７５万円
　・子ども手当・児童手当支給事業（事務費含む）　１億６，８４９万円
　・保育所運営事業	 １億８，５６６万円

衛　生　費		
　・公立神崎総合病院運営事業（補助金）及び出資金	 ５億円
　・介護療育支援事業特別会計繰出金（ｹｱｽﾃｰｼｮﾝかんざき）	 １，０２２万円
　・水道事業会計補助金	 ６，７００万円
　 ・ 予防接種事業（任意予防接種助成事業含む）	 ２，２８８万円
　・健康づくり対策事業（各種検診、教室事業）	 １，７１５万円
　・自殺対策強化事業（うつ病講演会、引きこもり家族支援など ）	 ７３万円
　・母子保健事業（妊婦健診助成・乳幼児健診他）	 ６２１万円
　・神崎郡北部火葬場運営事業（負担金）	 ２，０１８万円
　・中播北部クリーンセンター運営事業（負担金）	 ３億４，９３６万円
　・中播衛生施設事務組合負担金	 ６，３１９万円
　・浄化槽管理事業（町内539基の合併浄化槽の維持管理）	 ３，９７１万円
　・下水道事業会計補助金	 ４億円
		
農林水産業費		
　・農業委員会事業	 ３４２万円
　・中播農業共済事務組合負担金	 １，０６９万円
　・中山間地域等直接支払交付金事業（14区）	 １，４５６万円
　・有害鳥獣対策事業（サル、ヌートリア、アライグマ他）	９０３万円
　・シカ捕獲実施隊編成支援事業（県事業）	１，０３５万円
　・多面的機能支払交付金事業（36区）	 １，２５２万円
　・人・農地問題解決推進事業	 ７４２万円
　・町単独土地改良事業（補助金：16区21件）	 １，２２１万円
　・地籍調査事業（山林、再調査）	 ４，３３１万円
　・森林管理100％推進事業（間伐 93.42ha、作業道 6,554m）１，１４９万円
　・県民みどり税活用事業	 １，３３０万円
　　（緊急防災林・針葉樹林と広葉樹林の混交林・住民参画型の森林整備） 
   ・林道改良事業（林道水谷線）	 １，２３６万円
　・ナラ枯れ防除事業	 ３１１万円
　・水産業振興事業（漁業組合補助金）	 ７０６万円

商　工　費		
　・商工会補助金	 ２，０６０万円
　・商工振興事業補助金（ハートフル商品券補助）	 ２００万円
　・地域人づくり事業	 ３００万円
　・企業支援型雇用創造事業	 １３３万円
　・町観光協会補助金	 ６６８万円
　・地域活性化推進事業（夏まつり他） 	 １，２６７万円
　・観光施設等管理事業（修繕料、補修工事、備品更新）	 ９，０７３万円
　・とのみね自然交流館管理運営事業（県より受託） 	 ７２９万円

		
土　木　費		
　・電源立地地域対策事業（町道3路線） 	 ２，２６２万円
　・道路橋りょう維持補修工事（町道29路線）	５，２８３万円
　・道路新設改良事業（道整備交付金：町道1路線）	 ５，３５８万円
　・町単独町道改良事業（8路線） 	 ４，５８０万円
　・橋りょうの点検事業（長寿命化修繕計画） 	 １，６３３万円
　・若者世帯向け家賃補助事業（41件）	 ６３３万円
　・公営住宅整備事業（新野）	 ２億３，４２８万円
　・空き家利活用再生事業	 １，１８４万円

消　防　費		
　・姫路市消防局消防事務委託事業	 １億４，１４１万円
　・姫路市消防局施設整備負担金（ﾃﾞｼﾞﾀﾙ無線・消防車両更新）	３，５１７万円
　・消防団活動事業	 １，４０６万円
　・消防施設管理事業
　　（消防車輌等の車検、点検、修繕、燃料費他)	 ５２６万円
　・消防施設整備事業
　　（耐震性貯水槽3、消防車1、軽四積載車1 他）	 ５，６３０万円
　・防災対策事業
　　（兵庫県衛星ネットワーク設備更新負担金）	 ８００万円

教　育　費		
　・小中学校、幼稚園管理事業	 ２億２，４８６万円
　・寺前小学校大規模改造事業（第Ⅰ期）	 ２億６，４５８万円
　・寺前・長谷小学校非構造物耐震補強事業（体育館）	 ３，３４３万円
　・神河中学校非構造材耐震補強事業（体育館）	 ２，４０５万円
　・越知谷幼稚園改築事業	 ４，７０６万円
　・小学校自然学校推進事業（4泊5日、5年111名、南但馬）	２４６万円
　・外国語指導助手活用事業（1名） 	 ５４４万円
　・人権啓発、人権学習支援事業	 ３４５万円
　・放課後子ども教室事業	 ７６万円
　・学童保育クラブ運営事業	 １，２３０万円
　・文化財保存事業（町文化財の保護・保存）	 ８３万円
　・文化遺産を活かした地域活性化事業　4年目	 ４８７万円
　（文化庁：地域の古文書の整理や民俗調査などの総合調査を行い報告書を発刊）
　・ふるさとづくり推進事業
　（「播磨国風土記編纂」1300年事業）	 ７，６１１万円
　・公民館管理事業（中央公民館、神崎公民館、人件費含む）	５，１４５万円
　・公民館事業	
　　高齢者大学(198名)、教室(6)、公演(一般)、文化祭、美術展　他	 ４０５万円
　・公民館図書室運営事業（蔵書数 中央7,801冊、神崎14,361冊）１０５万円
　・児童センターきらきら館管理運営事業	 ７９９万円
　・子育て学習センター事業（おひさま）	 ９２２万円
　・地域交流センター管理運営事業(長期留学生9名、人件費含む)	３，８９３万円
　・山村留学事業（短期留学）	 ５６７万円
　・社会体育施設管理事業（7か所）	 ７，２０２万円
　・スポーツ大会、教室事業（チャレンジデー他）	 　１５２万円
　・学校給食運営事業（小・中・幼）　 １億５，３４１万円

公　債　費		
　・長期借入債の元金償還事業	 １０億１，２６１万円
　・長期借入債の利子償還事業　　　１億２，９０５万円
		
災害復旧費		
　・農地災害復旧事業（国補助2）	 ２９９万円
　・農業施設災害復旧事業（国補助２）	 １２３万円
　・林業施設災害復旧事業（国補助３、町単独4）	 1，４１５万円
　・公共土木施設災害復旧事業
　　（国補助：河川4、町単工事15）	 １億１，２０８万円
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　町内電話について
・実

じ っ し つ あ か じ ひ り つ

質赤字比率　一般会計等（普通会計）を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率です。
　　　市町村（県）においては、財政規模に応じ 11.25％～ 15％（3.75％）以上で早期健全化団体に、20％（5％）
　　　以上で財政再生団体となります。

・連
れんけつじっしつあかじひりつ

結実質赤字比率　全会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率です。
　　　市町村（県）においては、財政規模に応じ 16.25％～ 20％（8.75％）以上で早期健全化団体に、30％（15％）
　　　以上で財政再生団体となります。

・実
じっしつこうさいひひりつ

質公債費比率　一般会計等（普通会計）が負担する元利償還金及び準元利償還金の標準財政規模に対す
　　　る比率であり、従来から用いられてきた「起債制限比率」を見直し、実態をより正確に把握するため、
　　　公営企業会計に対する繰出金のうち元利償還金相当分などが要素に加えられています。
　　　この比率が 18％を超えた場合、地方債を発行するためには国の同意ではなく、許可が必要になります。
　　　また、25％以上になると早期健全化団体となり一部の地方債の発行が、35％以上になると財政再生団
　　　体となり多くの地方債の発行が制限されます。

・将
しょうらいふたんひりつ

来負担比率　地方債の残高をはじめ一般会計等（普通会計）が将来負担すべき実質的な負債の標準財政
　　　規模に対する比率です。
　　　市町村（県）においては、350％（400％）以上で早期健全化団体となります。

・資
し き ん ふ そ く ひ り つ

金不足比率　公営企業会計の資金不足額の事業規模に対する比率です。
　　　比率は各公営企業会計毎に算定することとされており、20％以上で経営健全化団体となり、早期健全
　　　化団体と同じように、公営企業の経営の健全化を図る計画を策定しなければなりません。

○資金不足比率　　　＝

　平成 19 年 6 月に公布された『地方公共団体の財政の健全化に関する法律』の規定により、平成 26 年度
決算に基づく神河町の健全化判断比率及び資金不足比率について公表します。

１．健全化判断比率　　　　　　　　　　　　　（単位％）
 
 

２．資金不足比率　　　　　　　　　　　　　（単位％） 

健全化判断比率及び資金不足比率について

財政の健全化判断比率等の指標に関する用語の説明

一般会計等の実質赤字額
標準財政規模

－ 171,067（黒字は－表示）
 5,364,240

連結実質赤字額
標準財政規模

1,885,002 － 1,220,720
5,364,240 － 1,156,898

○連結実質赤字比率＝　　　　　　　　　　　　＝

○実質赤字比率　　＝　　　　　　　　　　　　＝

財政の健全化判断比率及び資金不足比率は次のように算出されます。 （単位：千円）

　【３か年平均】　  　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　÷　3　＝ 16.1％

○実質公債費比率　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　　＝ 15.78864％
　【単年度（26 年度）】

（地方債の元利償還金＋準元利償還金）－（特定財源＋
元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額）
標準財政規模－（元利償還金・準元利償還金に係る基準
財政需要額算入額）

（H24 年度　 H25 年度　 H26 年度）
（16.67647 ＋ 16.04145 ＋ 15.78864）

17,514,675 － 15,672,818
5,364,240 － 1,156,898○将来負担比率　　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　　＝ 43.7％

将来負担額－（充当可能基金額＋特定財源見込額＋地方債
現在高等に係る基準財政需要額算入見込額）
標準財政規模－（元利償還金・準元利償還金に係る基準財
政需要額算入額）
資金の不足額
事業の規模

特別会計の名称 平成 26 年度決算 経営健全化基準
水 道 事 業 会 計 ― 20.0
下 水 道 事 業 会 計 ― 20.0
公 立 神 崎 総 合 病 院 事 業 会 計 ― 20.0
土 地 開 発 事 業 特 別 会 計 ― 20.0

平成 26 年度決算 早期健全化基準 財政再生基準
実 質 赤 字 比 率 ― 14.77 20.0
連結実質赤字比率 ― 19.77 30.0
実 質 公 債 費 比 率 16.1 25.00 35.0
将 来 負 担 比 率 43.7 350.00

注）実質赤字比率及び連結実質赤字比率につ
いては、実質赤字額及び連結実質赤字額がな
いので「―」と記載しています。 
実質公債費比率は、平成 24・25・26 年度の
3 か年平均の比率となります。

注）資金不足が生じていない会計は、「―」
と記載しています。

－ 1,028,544（黒字は－表示）
　 5,364,240



集落別町長懇談会

　　

平成 27 年 10 月 1 日 6 平成 27 年 11 月 1 日 6 

行
政
情
報

＝
人
口
対
策
と

　

し
ご
と
の
創
出
か
ら
考
え
る

　

魅
力
あ
る
神
河
町
を
め
ざ
し
て
＝

～
ハ
ー
ト
が
ふ
れ
あ
う
住
民
自
治
の
ま
ち
を
め
ざ
し
て
～

「
住
む
な
ら
　
や
っ
ぱ
り
　神
河
町
」

　第６回目の集落別町長懇談会を、5 月 13 日から 7 月 31 日にか
けて全 40 区で実施しました。1,110 名の方にご参加頂き多くの貴
重なご意見をいただきました。
　区長様の挨拶の後、町長から報告事項と平成 27 年度の重点施
策等について、報告と説明を行った後、今回のテーマ「地域創生」
について地域創生特命参事から説明し、意
見交換を行いました。
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検
討
し
改
築

　

を
行
う
。

　

引
続
き
、「
介
護
・
看
護
・

医
療
・
健
康
・
福
祉
」
の
一
体

的
な
取
組
み
に
お
い
て
、
健
康

長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

　

今
後
、
限
り
な
く
リ
ス
ク
を

抑
え
る
中
で
、
北
館
改
築
も
含

め
、
住
民
の
皆
さ
ま
に
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
病
院
を
目
指
し
経

営
を
し
て
い
き
ま
す
。

峰
山
高
原
ス
キ
ー
場
整
備
計
画

　
「
今
し
か
な
い

　
　

絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
」

・  

財
政
と
運
営
見
込
み

　

事
業
費
約
8
億
円
に
つ
い
て

　

は
、
有
利
な
借
り
入
れ
制
度

　

を
活
用
し
、
町
の
負
担
は
2.4

　
億
円
程
度
。
こ
の
町
負
担
に

　

対
し
、
指
定
管
理
事
業
者
に

　

10
年
間
に
わ
た
り
分
割
負
担

　

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、

　

実
質
町
費
負
担
は
生
じ
な
い
。

・
雇
用
対
策
・
経
済
効
果

　

ス
キ
ー
場
利
用
者
数
見
込
み

　

12
月
～
3
月
だ
け
で
5
万
人

　

～
10
万
人
。

　

正
規
雇
用
、
季
節
雇
用
合
わ

　

せ
て
30
名
程
度
の
見
込
み
。

・
兵
庫
県
か
ら
も
「
是
非
、
成

　

功
を
」
と
の
支
援
協
力
。

　

冬
場
の
高
原
の
魅
力
づ
く
り

　

事
業
（
１
千
万
円
）
の
推
進
。

・
実
現
の
た
め
の
環
境
影
響

　

評
価
等
各
種
調
査
経
費

　

1
3
0
0
万
円
を
予
算
化
。

平
成
27
年
度
重
点
施
策

①
人
口
減
少
対
策

　

総
合
戦
略
づ
く
り
、
若
者
世

　

帯
向
け
の
住
宅
建
設
・
住
宅

　

取
得
助
成
（
最
大
1
5
0
万

　

円
）、　

家
賃
補
助
（
2
万
円

　

以
内
）、　

不
妊
治
療
助
成
な

　

ど
。

②
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

　

治
山
・
治
水
出
水
対
策
補
助
、

　

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
の
負
担

　

な
し
な
ど
。

③
農
林
・
商
工
・
観
光
一
体
の

　

地
域
振
興

　

特
産
品
づ
く
り
、
森
林
機
能

　

強
化
と
間
伐
促
進
な
ど
。

④
集
落
要
望
事
業

　

優
先
枠
配
分
の
3
年
目
で

　

1..6
億
円
を
予
算
化
な
ど
。

地
域
創
生
関
係

・
神
河
町
全
体
と
各
地
域
の
人

　

口
推
移
を
説
明
。（
平
成
22
年

　

国
勢
調
査
人
口
1
2
2
8
9

  

人
か
ら
減
少
を
続
け
、
50
年

　

後
に
は
5
1
3
5
人
に
な
り
、

　

14
歳
ま
で
の
人
口
は
4
2
2

　

人
と
現
在
の
1
/
4
に
な
る

　

推
計
）

・
人
口
減
少
対
策
と
し
て
の
地

　

域
創
生
総
合
戦
略
を
策
定
予

　

定
。

,

,

,

報
告
と
説
明
の
概
要
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集落別町長懇談会

会
場
で
の
主
な
意
見

○
公
立
神
崎
総
合
病
院
の
北
館

　

改
築
検
討
結
果
に
つ
い
て

・
病
院
が
赤
字
と
な
る
原
因
は
ど

　

こ
に
あ
る
の
か
。

・
診
療
時
間
の
拡
大
は
で
き
な
い

　

か
。

・
診
療
科
を
増
や
す
予
定
は
無
い

　

の
か
。

・
ベ
ッ
ド
数
の
見
直
し
報
道
が
あ

　

る
が
影
響
す
る
の
か
。

・
医
師
の
患
者
へ
の
説
明
不
足
や

　

対
応
の
仕
方
に
対
す
る
ご
意
見
。

・
会
計
の
時
間
短
縮
を
図
れ
な
い

　

か
。

・
新
設
の
朝
来
医
療
セ
ン
タ
ー
の

　

影
響
は
な
い
の
か
。

○
峰
山
高
原
ス
キ
ー
場
整
備

　

計
画
に
つ
い
て

・
人
口
減
少
・
温
暖
化
の
中
で
本

　

当
に
経
営
が
成
り
立
つ
の
か
。

　

集
客
が
で
き
る
の
か
。

・
途
中
撤
退
と
な
り
、
負
の
遺
産

　

と
な
ら
な
い
か
。

・
メ
リ
ッ
ト
ば
か
り
の
話
で
デ

　

メ
リ
ッ
ト
は
な
い
の
か
。

・
道
路
整
備
、
除
雪
等
は
ど
う
す

　

る
の
か
。

・
環
境
に
影
響
は
出
な
い
の
か
。

・
年
間
を
通
し
た
事
業
展
開
を
考

　

え
て
は
ど
う
か
。

・
地
域
の
学
校
に
と
っ
て
も
メ

　

リ
ッ
ト
が
大
き
い
。

・
四
季
を
通
し
た
体
験
型
事
業
を

　

実
施
し
て
は
ど
う
か
。

○
地
域
創
生
関
係

・
若
い
人
の
み
な
ら
ず
年
寄
り
を

　

大
切
に
す
る
視
点
も
必
要
。

・
地
域
資
源
を
活
用
し
た
ま
ち
づ

　

く
り
の
推
進
を
。

・
教
育
が
大
事
。
教
育
環
境
は
す

　

ば
ら
し
い
の
で
更
に
郷
土
愛
を

　

育
む
教
育
を
。

・
働
く
場
と
し
て
企
業
の
誘
致
を
。       

　
（
特
に
若
い
女
性
の
働
く
場
）

・
今
後
の
農
業
（
後
継
者
・
耕
作

　

放
棄
・
６
次
産
業
化
）
の
あ
り

　

方
の
検
討
を
す
る
べ
き
。

・
空
き
家
活
用
も
含
め
た
若
い
世

　

代
の
移
住
促
進
を
。

・
間
伐
材
が
有
効
に
活
用
で
き
る

　

仕
組
み
を
。

・
２
世
代
・
３
世
代
居
住
の
助
成

　

を
し
て
は
。

・
子
ど
も
を
健
や
か
に
産
み
育
て

　

る
助
成
金
制
度
の
拡
充
を
。

・
婚
活
事
業
の
活
発
化
を
。

・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網
の
光
ケ
ー

　

ブ
ル
化
の
推
進
を
。

・
病
児
病
後
児
保
育
等
子
育
て
世

　

代
へ
の
支
援
を
。

・
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
の
住
宅

　

の
整
備
。

・
粟
賀
小
学
校
跡
地
の
利
活
用
に

　

つ
い
て
。

・
給
食
費
の
無
料
化
。

○
そ
の
他
要
望
・
提
案
事
項

・
道
水
路
橋
梁
関
係
、
河
川
護
岸

　

し
ゅ
ん
せ
つ
関
係
、
治
山
・
治

　

水
関
係
、
有
害
鳥
獣
対
策
な
ど
。

○
地
域
創
生
関
係
の
主
な
も

　

の
の
抜
粋

・
若
者
の
起
業
・
就
業
支
援
。

・
通
勤
補
助
制
度
の
創
設
。

・
伝
統
芸
能
の
後
継
者
の
育
成
。

・
福
本
遺
跡
か
ら
の
観
光
ル
ー
ト

　

の
設
定
。

・
親
が
田
舎
の
良
さ
を
教
え
る
こ

　

と
が
重
要
。

・
播
但
道
の
パ
ス
券
の
創
設
。

・
学
童
保
育
の
時
間
延
長
。

・
医
療
費
の
無
料
化
を
高
校
生
ま

　

で
に
。

・
水
道
料
金
を
1
/
3
に
。

・
保
育
料
の
所
得
区
分
の
撤
廃
と

　

減
免
年
齢
区
分
の
撤
廃
。

・
農
林
業
の
研
修
施
設
・
学
校
の

　

設
置
。

・
芝
生
公
園
を
各
地
に
設
置
。

・
ブ
ナ
の
植
林
に
よ
る
山
の
再
生
。

・
若
者
・
子
育
て
世
代
の
意
見
聴

　

取
の
場
を
。

・
進
学
助
成
金
制
度
の
創
設
。

・
薪
ス
ト
ー
ブ
導
入
で
山
の
活
性

　

化
。

・
町
花
・
町
木
の
並
木
道
の
整
備
。

　

紙
面
の
都
合
上
、
表
現
を
簡
略

化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
て
の

ご
意
見
を
紹
介
で
き
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
ま
で
同
様
、全
て
の
ご
意
見
・

ご
提
言
は
し
っ
か
り
受
け
止
め
対

応
し
て
い
き
ま
す
。
貴
重
な
ご
意

見
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
気
づ
き
箱
の

　
　
　

主
な
意
見
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　10 月５日から、すべての住民に自分の個人番号（マイナンバー）が記載された「通知カード」の発送が
始まりました。まだお手元に届いていらっしゃらない住民の方につきましても、１１月末までに順次届けら
れます。
　また、「通知カード」は転送不要の簡易書留（世帯主宛て）で郵送されますので、受け取れなかった方は、
再配達の依頼をする必要がありますのでご注意ください。

　通知カードは皆さまにマイナンバーをお知らせする
大切なカードです。紛失したり誤って損傷したりしな
いよう、大切に保管してください。
　紛失等をされた場合には再発行が可能ですが、再発
行の際には再発行手数料（500 円）が必要となります。
　個人番号が必要になった際は、役場の窓口にて個人
番号を記載した住民票をお取りいただくことで、確認
も可能です。

　通知カードを受け取った後に、引っ越しや結婚等で
ご住所やお名前が変わるときは、カードの裏面に役場
で変更事項を記載します。住所変更やお名前の変更の
お手続きの際には「通知カード」を忘れずにお持ちく
ださい。

　マイナンバー制度をかたり、預金口座番号などの個
人情報を聞き出そうとする不審な電話や訪問が全国で
相次いでいます。マイナンバー制度に便乗した不審な
電話はすぐに切り、来訪があっても断ってください。

　役場にて一定期間保管しますので、住民生活課へご
連絡ください。

　確定申告等で公的個人認証サービスをご
利用の方は、電子証明書の有効期間をご確
認ください！

● 1 月以降新たに取得が可能な個人番号           
　カードには電子証明書が標準的に搭載さ  
　れますが、個人番号カードは即日交付が
　できません。
●  個人番号カードの交付申請が集中した場
　合、 役場からの交付が遅れる可能性があり
　ます。確定申告を控えた時期に有効期間満
　了を迎える方は、現在ご利用の住民基本
　台帳カードにて公的個人認証サービスを
　ご利用ください。
● 住民基本台帳カードに搭載されている電  
　子証明書の更新を希望する方は、平成 27
　年 12 月 22 日（火）までに住民生活課で
　手続きをしてください。

通知カードの発送が
はじまりました！

通知カードは大切に保管を！

通知カードを受け取った後、
ご住所やお名前に変更があったら

書留の保管期間経過等で「通知カード」
を受け取れなかった場合は

マイナンバー詐欺にご用心を！
不審な電話・訪問が確認されています。

封筒の見本

！重要なお知らせ！

マイナンバーのお問い合わせは　　０５７０- ２０- ０１７８（全国共通ナビダイヤル）

※一部ＩＰ電話等で上記ダイヤルに繋がらない場合は、０５０－３８１６－９４０５におかけください。 
受付時間：平日９：３０～２２：００　土日祝９：３０～１７：３０（年末年始１２月２９日～１月３日を除く）
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内　

容

　
　

源
泉
徴
収
義
務
者
を
対
象
に
、
平
成
27
年
分

の
年
末
調
整
の
し
か
た
や
法
定
調
書
な
ど
の
提

出
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

持
参
す
る
も
の

　
　

姫
路
税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
る
説
明
会
資
料

　
　問

合
せ　

姫
路
税
務
署　

　
　

☎
０
７
９
―
２
８
２
―
１
１
３
５

　

○
納
税
証
明
書
の
請
求
は
、

　
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
が
と
っ
て
も
便
利
で
す
！！

　
　

～
窓
口
で
受
け
取
る
場
合
は
、

　
　
　
　
　

電
子
証
明
書
の
添
付
は
不
要
で
す
～

　

自
宅
等
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
し
、

税
務
署
の
窓
口
で
納
税
証
明
書
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

※
受
取
の
際
は
、
本
人
（
代
理
人
）
で
あ
る
こ

　

と
が
確
認
で
き
る
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

　

証
等
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。（
代
理
人
に
よ

　

る
受
取
に
は
加
え
て
委
任
状
の
提
出
が
必
要

　

で
す
。）

　

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
の
メ
リ
ッ
ト

①　

手
数
料
が
安
価
で
す
。

　
　

１
税
目 

１
年
度 
１
枚 
３
７
０
円
（
通
常

　
　
　

４
０
０
円
）

②　

窓
口
で
書
面
に
よ
り
請
求
す
る
場
合
と
比
べ
、

　
　

短
い
時
間
で
受
け
取
れ
ま
す
。

　
　

 

（
請
求
日
当
日
の
受
取
を
指
定
さ
れ
た
場
合

　
　
　

は
、
多
少
お
時
間
を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

　
　
　

り
ま
す
。）

※　

詳
し
く
は
、e-T

ax

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
（w

w
w

.e-tax.nta.go.jp

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

新
議
員
決
ま
る

寺
前
・
長
谷
財
産
区
議
会
議
員
選
挙
に
つ
い
て

　

寺
前
・
長
谷
財
産
区
議
会
議
員
選
挙
日
程
を
次
の
と
お
り
決
定
し

ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

告 

示 

日
：
平
成
27
年
11
月
24
日
（
火
）			


　
　
　
　
　
　

投
開
票
日
：
平
成
27
年
11
月
29
日
（
日
）	

～ 

越
知
谷
・
粟
賀
財
産
区 

～

姫
路
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

日　　　時
会　　　場

名　　　称 所在地

11 月 25 日
（水） 13：30 ～ 福崎町

エルデホール
福崎町福田

116-2

11 月 26 日
（木）

10：00 ～
姫路市

文化センター
姫路市西延末

426-1
13：30 ～

○
年
末
調
整
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

任
期
満
了
に
よ
る
越
知
谷
及
び

粟
賀
財
産
区
議
会
議
員
選
挙
を
９

月
８
日
に
告
示
し
、
立
候
補
届
出

の
受
付
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
立
候

補
者
の
数
が
選
挙
す
べ
き
議
員
の

定
数
を
超
え
な
か
っ
た
た
め
、

無
投
票
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
選
さ
れ
た
方
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

足立　吉正　（新　田）

足立喜久雄　（作　畑）

井上　富雄　（作　畑）

前田　昭博　（大　畑）

稲川　　豊　（大　畑）

一宮　善一　（越　知）

藤本　良平　（越　知）

竹國　敏郎　（越　知）

辻井　芳正　（岩　屋）

小林　正行　（岩　屋）

中嶋　　務　（根宇野）

藤田　國博　（山　田）

保西　謙二　（中　村）

小林　寛次　（粟賀町）

多田　和男　（福　本）

髙橋　秀樹　（貝　野）

岡本　　茂　（柏　尾）

井上　重信　（柏　尾）

藤後　　弘　（加　納）

坂田　　侃　（東柏尾）

《越知谷財産区議会議員》《粟賀財産区議会議員》
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秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
、

11
月
9
日
（
月
）
か
ら
15
日
（
日
）

ま
で
の
1
週
間
、
全
国
一
斉
に
展

開
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普

及
を
図
り
、
火
災
の
発
生
を
防
止

し
、
高
齢
者
等
を
中
心
と
す
る
死

者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る
と
と
も

に
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を

目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

近
年
、
中
播
磨
管
内
で
は
野
焼

き
か
ら
の
火
災
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
次
の
こ
と
を
遵
守
し
て
く
だ

さ
い
。

①　

焼
却
火
火
災
を
防
ぐ
た
め
、

不
適
正
な
野
焼
き
を
し
な
い
。

※
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

　

す
る
法
律
（
第
16
条
の
2
）
に

　

よ
り
、
農
業
を
営
む
た
め
に
や

　

む
を
得
な
い
場
合
等
以
外
の
焼

　

却
行
為
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

②　

禁
止
行
為
で
な
い
焼
却
を
行

う
場
合
で
も
、
水
バ
ケ
ツ
等
の
消

火
準
備
や
十
分
な
監
視
を
行
う
。

※
風
向
き
、
風
の
強
さ
、
空
気
の

　

乾
燥
状
況
等
の
気
象
条
件
に
注

　

意
し
、
乾
燥
注
意
報
又
は
強
風

　

設
置
す
る
。

⑷　

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

　

な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所

　

の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

　

町
内
で
は
こ
の
期
間
中
、
消
防

団
を
中
心
に
防
火
パ
レ
ー
ド
、
家

庭
及
び
小
規
模
事
業
所
の
火
災
予

防
点
検
な
ど
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま

し
ょ
う
。

　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
が
急
増

し
て
い
ま
す
。
特
に
死
者
の
半
数

以
上
は
高
齢
者
で
す
。
ま
た
、
死

に
至
っ
た
６
割
は
逃
げ
遅
れ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

住
宅
火
災
の
被
害
を
減
ら
す
た

め
に
平
成
18
年
６
月
１
日
か
ら
新

築
住
宅
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
が
法
令
で
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
平
成
23
年
６
月
１

日
か
ら
既
存
住
宅
に
つ
い
て
も
、

義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

住
宅
火
災
か
ら
身
を
守
る
た
め

に
、
住
宅
火
災
警
報
器
を
設
置
し

ま
し
ょ
う
。

受
付
開
始

　

11
月
9
日
（
月
）
～	

加
入
資
格

・
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
の

　

の
あ
る
方

・
町
内
に
勤
務
又
は
在
学
し
て
い

　

る
方　

掛　

金

　

一
人
/
年
額
５
０
０
円

共
済
内
容

　
　

交
通
事
故
で
負
っ
た
傷
害
の

　

う
ち
、
医
師
の
治
療
を
３
日
以

　

上
要
す
る
傷
害
の
場
合
、
そ
の

　

程
度
に
よ
っ
て
４
万
円
か
ら

　

20
万
円
の
見
舞
金
を
受
け
取

　

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

共
済
期
間

　

平
成
28
年
4
月
1
日
～

　
　
　
　
　

平
成
29
年
3
月
31
日

新
規
加
入
す
る
に
は

　
　

住
民
生
活
課
で
加
入
手
続
き

　

を
し
て
く
だ
さ
い
。
初
年
度
の

　

掛
金
は
現
金
納
付
と
な
り
ま
す
。

継
続
加
入
す
る
に
は　

　
（
本
年
度
現
金
加
入
）

　
　

11
月
上
旬
に
組
合
か
ら
継
続

　

加
入
の
お
知
ら
せ
が
届
き
ま
す
。

　

住
民
生
活
課
で
継
続
手
続
き
を

　

し
て
く
だ
さ
い
。
掛
金
は
現
金

　

納
付
と
な
り
ま
す
。

継
続
加
入
者

　
（
本
年
度
口
座
登
録
完
了
）

　
　

11
月
上
旬
に
組
合
か
ら
継
続

　

加
入
の
お
知
ら
せ
が
届
き
ま
す
。

　

次
年
度
の
加
入
に
つ
い
て
変
更

　

が
な
い
場
合
は
、
平
成
28
年
2

　

月
29
日
に
掛
金
が
口
座
振
替
さ

　

れ
、
継
続
加
入
と
な
り
ま
す
。

　
　

ま
た
、
世
帯
員
や
振
替
口
座

　

等
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
事

　

務
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す

　

の
で
、
お
知
ら
せ
が
届
い
て
か

　

ら
登
録
内
容
を
確
認
し
、
住
民

　

生
活
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
に
つ
い
て

　
　

新
規
加
入
者
及
び
本
年
度
現

　

金
加
入
者
で
、
平
成
29
年
度
以

　

降
の
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る

　

方
は
、
加
入
手
続
き
を
さ
れ
る

　

際
に
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る

　

口
座
の
通
帳
及
び
銀
行
届
出
印

　

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
継
続
加

　

入
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
に

　

も
、
口
座
登
録
に
ご
協
力
を
お

　

願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

住
民
生
活
課　

　
　
　
　
　

☎
３
４
―
0
9
6
3

　

注
意
報
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
は

　

絶
対
に
焼
却
し
な
い
で
く
だ
さ

　

い
。

一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
で
、
私
た

ち
の
町
か
ら
火
災
を
だ
さ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

　
　
　
　

7
つ
の
ポ
イ
ン
ト

－

３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策

－

３
つ
の
習
慣

⑴　

寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

⑵　

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

　

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用

　

す
る
。

⑶　

ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を

　

離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消

　

す
。

４
つ
の
対
策

⑴　

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す

　

る
。

⑵　

寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン

　

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

　

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

⑶　

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

　

た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を

～ 
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動 

～

『
無
防
備
な 

心
に
火
災
が 

か
く
れ
ん
ぼ
』

平
成
28
年
度　

市
町
交
通
災
害
共
済

　
　
　

加　

入　

募　

集　
　

行
政
情
報
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市
川
町
、
福
崎
町
と
共
催
で
、

住
宅
の
耐
震
化
に
つ
い
て
の
相
談

会
を
実
施
し
ま
す
。

　

耐
震
診
断
、
耐
震
改
修
の
専
門

家
が
無
料
で
個
別
相
談
に
応
じ
ま

す
。

と　

き　

11
月
15
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

と
こ
ろ　

い
ち
か
わ
商
工
祭
＆

中
播
磨
地
域
活
動
交
流
メ
ッ

セ
会
場
の
ブ
ー
ス
（
市
川
町

文
化
セ
ン
タ
ー
芝
生
広
場
）

対
象
者　

昭
和
56
年
5
月
以
前
に

　

着
工
さ
れ
た
住
宅
に
お
住
ま
い

　

の
方
な
ど

質
問
例　

自
分
の
家
は
耐
震
改
修

が
必
要
な
の
か
、
耐
震
改
修
を

考
え
て
い
る
が
ど
の
よ
う
に
進

め
れ
ば
よ
い
の
か
、
耐
震
改
修

の
補
助
制
度
に
つ
い
て
知
り
た

い
な
ど

※
間
取
り
な
ど
の
図
面
が
あ
れ
ば
、

　
　

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

診
断
の
対
象
と
な
る
住
宅
は
、

昭
和
56
年
5
月
以
前
に
着
工
し
た

戸
建
て
木
造
住
宅
で
、
耐
震
診
断

に
関
す
る
研
修
を
受
け
た
建
築
士

が
評
価
し
、
耐
震
性
や
、
改
善
の

ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
報
告
書
に
ま
と

め
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

内　
　

容　

建
築
士
が
、
住
宅
の

　

地
震
に
対
す
る
安
全
性
を
簡
便

　

な
方
法
で
評
価
し
、耐
震
性
の
評

　

価
や
、
改
善
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど

　

を
報
告
書
に
ま
と
め
、
お
知
ら

　

せ
し
ま
す
。

対
象
住
宅　

昭
和
56
年
5
月
以
前

に
着
工
し
た
戸
建
て
住
宅
（
平

成
12
～
14
年
度
に
実
施
し
た

「
わ
が
家
の
耐
震
診
断
事
業
」

で
診
断
を
受
け
た
住
宅
を
除
く
）

募
集
戸
数　

２
戸
（
応
募
多
数
の

場
合
は
築
年
数
の
古
い
順
に
実

施
し
ま
す
。）

費　
　

用　

無　

料

申
込
み
及
び
問
合
せ

　

住
民
生
活
課

　
　
　
　
　

☎
３
４
―
0
9
6
3

住
宅
耐
震
化
相
談
会
を

　
　
　
　
　
　
　
　
開
催

住
宅
の
簡
易
耐
震
診
断

　
　
　
　
　
希
望
者
募
集

住
宅
耐
震
改
修
工
事
に
対
し

て
、
補
助
金
が
出
ま
す
。

　

簡
易
耐
震
診
断
の
結
果
が
「
危

険
」「
や
や
危
険
」
の
場
合
は
、

兵
庫
県
が
実
施
す
る
『
耐
震
改
修

工
事
』
に
対
す
る
補
助
を
受
け
る

こ
と
が
出
来
る
ほ
か
、
県
の
補
助

を
受
け
ら
れ
た
場
合
は
町
か
ら
も

上
乗
せ
で
補
助
金
を
受
け
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。

問
合
せ　

住
民
生
活
課

　
　
　
　
　

☎
３
４
―
0
9
6
3

年
金
だ
よ
り

　

会
社
を
退
職
さ
れ
た
と
き
は
、

第
２
号
被
保
険
者
（
厚
生
年
金
）

か
ら
第
１
号
被
保
険
者
（
国
民
年

金
）へ
の
変
更
の
届
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

※
第
３
号
被
保
険
者
（
第
２
号
被

保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配

偶
者
）
で
あ
っ
た
方
に
つ
い
て

も
、
第
１
号
被
保
険
者
へ
の
変

更
の
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

○
手
続
き
に
つ
い
て　

厚
生
年
金

　

等
の
「
資
格
喪
失
証
明
書
」
を

　

持
参
の
上
、
住
民
生
活
課
へ
お

　

越
し
く
だ
さ
い
。

※
証
明
書
は
お
勤
め
さ
れ
て
い
た

事
業
所
で
交
付
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

○
保
険
料
額　

国
民
年
金
の
保
険

　

料
は
、
月
額
１
５
，
５
９
０
円

　
（
平
成
27
年
度
）
で
す
。

　
　

退
職
（
失
業
）
に
よ
り
国
民

　

年
金
の
保
険
料
の
納
付
が
困
難

　

な
と
き
は
保
険
料
の
納
付
を
免

　

除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
１　
保
険
料
を
一
部
納

　
　
　
　

　　
　

付
し
た
の
と
同
じ
！

　

保
険
料
の
納
付
を
免
除
さ
れ
た

期
間
の
年
金
額
は
、免
除
の
承
認
区

分
に
応
じ
た
額
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
２　
万
が
一
の
際
に
も

　
　
　
　
　
　
確
か
な
保
障
！

　

病
気
や
事
故
で
障
が
い
が

残
っ
た
と
き
の
障
害
年
金
や
、

一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た

と
き
の
遺
族
年
金
な
ど
、
免
除

承
認
期
間
に
つ
い
て
は
支
給
対

象
の
期
間
と
さ
れ
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
３　

本
人
所
得
を
除
外

　
　
　
　
　
　

し
て
審
査
！

　

特
例
免
除
と
は
、
通
常
の
免

除
申
請
で
あ
れ
ば
審
査
の
対
象

と
な
る
本
人
所
得
を
除
外
し

て
審
査
を
行
い
ま
す
。（
配
偶

者
、
世
帯
主
に
一
定
以
上
の
所

得
が
あ
る
と
き
は
保
険
料
免
除

が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。）

○
手
続
き
に
つ
い
て　

特
例
免
除

　

は
、
申
請
す
る
年
度
又
は
前
年

　

度
に
お
い
て
退
職
（
失
業
）
の

　

事
実
が
あ
る
場
合
に
対
象
と
な

　

り
ま
す
。
保
険
料
の
免
除
の
申

　

請
は
、
役
場
ま
た
は
姫
路
年
金

　

事
務
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

　

さ
い
。

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の

失
業
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で

き
る
公
的
機
関
の
証
明
の
写

し
（
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、

離
職
票
等
の
写
し
）

問
合
せ　

住
民
生
活
課　

　
　
　
　
　

☎
３
４
―
０
９
６
２

会
社
を
退
職
さ
れ
た
ら
届
出
が
必
要
で
す

行
政
情
報

ご
存
知
で
す
か
？

住
宅
の
耐
震
性
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？



自立支援医療 （精神通院医療） について

平成 27 年 11 月 1 日 12 

　自立支援医療（精神通院医療）は、精神疾患（て
んかんを含む）で、通院による精神医療を受け続け
る必要がある病状の方に、通院のための医療費の自
己負担を軽減します。
○対象者
　何らかの精神疾患（統合失調症、うつ病・躁うつ
病等の気分障がい、てんかん等）により、通院治療
を受け続ける必要がある病状の方。
○内容
　精神疾患・精神障がいや、精神障がいがあるため
に生じた病態に対して、病院または診療所に通院し
て行われる医療費の自己負担を、原則 1 割に軽減し
ます。また、世帯の所得状況に応じ、月額自己負担
の上限額が設定されます。
　※ただし、入院医療費や精神疾患・精神障がいと
関係のない疾患の医療費は対象となりません。また、
所得によっては対象外となる場合があります。
○申請に必要なもの
1. 申請書
2. 診断書（通院している精神科の病院・診療所で記
　入してもらいます。）
3. 健康保険証（申請する方と同一健康保険加入者全
　員分）
4. 印鑑
　※申請書・診断書は、健康福祉課でお渡しします。

問合せ　健康福祉課　☎ 32 － 2421

ー こんな手口に気をつけてください ー

歌手の動画を見るつもりが、アダルトサイトから登
録料金の請求が・・・
　タブレット端末で、歌手の動画を見ようとしたら、
年齢確認ボタンを押したことになっていて、突然ア
ダルトサイトの登録完了の画面になった。「誤操作
の方は 24 時間以内に連絡するように」との表記が
あったので、電話をしたところ、「すでに登録は完
了している。登録料 9 万 9 千円の支払い義務がある」
と言われた。どうしたらよいか。（60 歳代　男性）

〈ひとこと助言〉
◎アダルトサイトには不用意にアクセスしないこと
　が一番ですが、別のサイトや広告からアダルトサ
　イトに誘導され、いきなり登録となるケースがあ
　ります。
◎「誤操作の方はこちら」「退会はこちら」などと電
　話をかけるよう誘導されることがありますが、決
　して連絡してはいけません。これは電話をさせる
　ことが目的で、高額な請求をされたり、個人情報
　を知られる危険性があります。
◎お金を払うと、取り戻すことは困難です。
　すぐに、神崎郡消費生活中核センター
　　　　（☎ 22 － 4977）に相談しましょう。　　

　この事業は、障がいのある方が自立した日常生活及び社会生活を営むことができるよう、障がいのある方
やその家族・地域住民等による、地域における自発的な取り組みを行う団体に、補助金を交付する制度です。
　補助金の対象となる団体や活動は次のとおりです。

補助金額　　1 団体 年間３万円まで

補助金の交付を受けようとする団体は申請が必要です。申請受付後、内容を審査し、交付決定します。
詳しくは健康福祉課にお問合せください。

問 合 せ　健康福祉課　☎ 32－ 2421　FAX　31－ 2800

障がい者等自発的活動支援事業補助金 申請団体募集

かしこい消費者になるために
行
政
情
報

対象団体
・構成員が 5 名以上の団体（おおむね 3 分の２以
　上が町内に住所を有する者であること。）
・継続的な活動実績があること
・構成員から会費を徴収していること又は団体の
　規約があること
・事業の実施に当たり、他の補助金の交付を受け
　ていないもの
・政治的活動、宗教的活動、営利活動を目的とす
　る団体等は対象としません

対象活動
・障がいのある方やその家族がお互いの悩みを共有す
　ることや、情報交換ができる交流活動
・障がいのある方を含めた地域における災害対策活動
・障がいのある方の孤立を防止するための見守り活動
・障がいのある方が仲間と話し合い、自分たちの権利
　や自立のために社会に働きかける活動の支援や障が
　いのある方に対する社会復帰活動
・障がいのある方に対するボランティアの養成や活動
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　８月 29 日（土）・９月５日（土）の２日間にわたり、「日本語学習支援
ボランティア養成講座」を中央公民館にて開催し、町内に在住する 10 名
の方が受講されました。
　１日目は兵庫県国際交流協会の村上日本語教育推進員が講師として、前
半は多文化共生や地域日本語教室に期待されること、外国語としての日本
語などを学びました。後半は、多可町の丘日本語教室の学習者を招き、ベ
トナム語講座の講師となっていただき、参加者の皆さまには外国語を学ぶ
体験をしていただきました。
　２日目は兵庫県国際交流協会の財部日本語教育指導員が講師として、日
本語のレベルチェックやニーズに合わせた学習支援方法をケーススタディ
で学びました。また、受講生同士がペアで日本語を教え合うロールプレイ
ングもしました。　

　現
げんざい

在、神
かみかわちょう

河町では日
にほんごきょうしつ

本語教室を開
かいこう

講するにあたって、
町
ちょうない

内在
ざいじゅう

住の外
がいこくじん

国人を対
たいしょう

象に日
に ほ ん ご

本語を勉
べんきょう

強したい人を募
ぼしゅう

集しています。勉
べんきょう

強したい
人
ひと

、教
きょうしつ

室について知
し

りたい人
ひと

は、ＦＡＸ、メールまたは直
ちょくせつ

接窓
まどぐち

口までお越しください。
申
もうしこ

込み・問
といあわ

合せ　地
ち い き

域振
し ん こ う か

興課地
ち い き

域振
しんこうがかり

興係　　ＦＡＸ：34－ 0691
　　　　　　　　メールアドレス：tiiki_shinko@town.kamikawa.hyogo.jp

　　塩ビごみと可燃ごみは分別を！
　クリーンセンターでは、可燃ごみを燃やさずに固
形燃料（ＲＤＦ）にしています。塩ビごみが可燃ご
みに混ざると、固形燃料の塩素濃度が高くなり、販
売先で補助燃料として使用される際に焼却炉を傷め
てしまいます。ご注意ください！

　　正しくリサイクルを！
・液や臭いが残っていると、リサイクルする際の商
　品検査でランクが下がるため、軽くすすいでから
　出してください。
・布類は、資源ごみとして販売できるため、燃える
　ごみで出さないでください。
・牛乳パックは、リサイクルの処理工程が異なるた
　め、スーパーでの店頭回収をご利用ください。
・トレイやペットボトル・古紙等の資源化ごみにつ
　いては、ステーションに出してください。
　（有償ごみとして（財）日本リサイクル協会や民
　間業者に販売しているため、クリーンセンターの
　貴重な財源となっています。）
・缶類・ビン類は、飲料用缶は「飲料缶・びん」、
　飲料用以外は「金属ごみ」です。

　　間違えやすいごみの出し方、分別方法にご注意！

　アルミホイル　　きれいな状態なら「金属ごみ」
　　　　　　　　　汚れていれば「可燃ごみ」
　発砲スチロール　　「燃えるごみ」
　（リサイクルプラザにおける処理工程で、軽すぎ
　　て圧縮成型処理できないため）
　ペットボトル　　本体「ペットボトルごみ」
　　　　　　　　　キャップ「可燃ごみ」
　　　　　　　　　ラベル「容器包装プラスチック」
　カセットテープ　　テープ「塩ビごみ」
　　　　　　　　　外側のケース「可燃ごみ」

問合せ　クリーンセンター　☎ 32 － 2888　
　　　　住民生活課　　　　☎ 34 － 0962　　　

ごみの分別 ・ 減量化にご協力お願いします

日本語学習支援　ボランティア養成講座　開催

日本語を勉強しませんか？町内の外国人の皆さまへ

！

！ ！

ー ごみの減量化と資源化のために、次のことにご協力をお願いします ー

行
政
情
報

ダンボールの
識別マーク

　ダンボールは
　リサイクル

スチール缶の
識別マーク

容器包装の
プラスチックの
識別マーク

ペットボトルの
識別マーク

アルミ缶の
識別マーク
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報

受
付
期
間

11
月
2
日（
月
）～
11
月
22
日（
日
）

限定 ２０, ０００枚
限定枚数になり次第、受付を終了します

1 枚 52 円
通常の年賀はがきと同額です

平成 27 年 10 月１日付人事異動

【氏名】　村岡　悟

所　属 職　名

異動前 情報センター 情報センター参事

異動後 地域振興課 地域振興課参事
兼情報センター参事

み　ほ　ん



○委嘱作家は、神河町美術展（神崎町美術展を含む）で２回町長賞を受賞された方、及び審査員の推薦者です。	
　 招待作家は、公民館教室の指導者を経験された方です。	 	 	 	 	 	 	

 洋画 
「驚異の氷瀑
ー扁妙の滝ー」
神河町長賞
宮永 紀代美

 書 
「晩夏」
神河町長賞
松本 鶴子

 書 「梅花九首
　　（高青邸）」
　　 奨励賞
      徳賀政宏

 書 
「平和」
奨励賞
上野 綾子 

 写真 
「皆既月食と太田池」
奨励賞
藤原 俊郎

 洋画 
「やんちゃ娘」
奨励賞
児島 建美

 洋画 
「小田原川の流れ」
奨励賞
坂元 克寛

 彫刻工芸 
「行灯」
中はりま森林組合長賞
井上 照雄

 洋画 
「ダム湖秋景」
中はりま森林組合長賞
正城 信義

 写真 
「クロスプレー」
神崎郡美術協会長賞
奥平 辰生

 洋画 
「生野 . 神明橋」
兵庫西農業協同組合長賞		
徳賀 さよ子

 日本画 「花菖蒲」
　　　　  神河町文化協会長賞
            立垣 直子

 書 
「人生感意氣」
神河町教育委員会賞	
田中美子 書  

「松陰語録」
兵庫西農業協同組合長賞	
吉田 繁良

町
内
入
賞
者
の
作
品

かみかわ　No.12015 

第10回　神河町美術展
　９月４日（金）～６日（日）までの３日間、神河町神崎公民館・神
崎体育センターにおいて、第 10 回神河町美術展（合併前を通算しま
すと 30 回になります）が開催されました。日本画、洋画、書、写真、
彫塑工芸の５部門合わせて 158 点の作品が、町内ほか県下各地より出
展されました。約 600 人の方が来場され、盛大な美術展となりました。	
　表彰式は、９月６日（日）神崎公民館大ホールで行われました。
　各部門の受賞者及び招待・委嘱・審査員は、次の通りです。（敬称略）		 	 	 	

賞 日本画の部 洋画の部 書の部 写真の部 彫塑工芸の部
神 河 町 長 賞 林田　八重子 朝来市 宮永　紀代美 神河町 松本　鶴子 神河町 橋爪　一夫 朝来市 長谷川　千賀子 加東市
神 河 町 議 会 議 長 賞 水谷　久美子 姫路市 正部　心也 福崎町 宮田　秀信 福崎町 尾﨑　寿 市川町 坪田　隆男 姫路市
神 河 町 教 育 委 員 会 賞 笹沼　千寿代 姫路市 西江　美恵子 宍粟市 田中　美子 神河町 藤澤　昌信 市川町 坂元　孝行 姫路市
神 河 町 文 化 協 会 長 賞 立垣　直子 神河町 瀨尾　純子 姫路市 箱根　万記子 姫路市 向井　寿 姫路市 藤原　理恵子 太子町
神 河 町 商 工 会 長 賞 増田　幸子 加西市 藤原　小太郎 高砂市 植川　ゆかり 朝来市 多田　正昭 姫路市 髙橋　龍兒 姫路市
兵庫西農業協同組合長賞 鈴木　みゆき 福崎町 徳賀　さよ子 神河町 吉田　繁良 神河町 山室　昌子 姫路市 赤松　玉利 加古川市
中はりま森林組合長賞 西藤　幸子 姫路市 正城　信義 神河町 屋示爾　　清美 福崎町 多田　利幸 市川町 井上　照雄 神河町
神 崎 郡 美 術 協 会 長 賞 増子　善昭 朝来市 奥平　辰生 神河町

奨励賞

井上　絹代 姫路市 児島　建美 神河町 藤本　照子 福崎町 中尾　善三 上郡町
黒坂　千恵子 姫路市 坂元　克寛 神河町 上野　綾子 神河町 藤井　紀夫 加東市
棚原　啓子 姫路市 三木　紀美子 姫路市 徳賀　政宏 神河町 福井　俊一 姫路市

水野　ちゑ子 西脇市 藤原　俊郎 神河町

招待作家 中野　敏江 姫路市 橋本　正義 神河町 足立　昭子 神河町 岡本　正史 市川町 赤松　省吾 神河町
三宅  美里 姫路市 日和佐　治雄 大分県 教山　久仁子 神河町

委嘱作家
岸田  成美 神河町 水野　洋子 姫路市 竹西　教子 神河町 安部　康子 神河町
米田  三枝 姫路市 田路　勝俊 姫路市

藤本　陽子 福崎町
審査員 山田美耶子 神戸市 山本　幸雄 神戸市 牛丸　好一 神戸市 森井　禎紹 三田市 津野　充聡 神戸市
	



―砥峰高原で合戦シーンを撮影！―

神河町誕生１０周年「高原ハーフマラソン」大会を開催！

映画「信長協奏曲」の撮影が行われました

折り返し地点の砥峰高原

桜鼓衆とおおかわち太鼓による応援太鼓峰山高原から一斉にスタート

各エイドステーションでは
高校生やボランティア

スタッフが活躍

ゲストランナーの
藤原正和選手

ー ま ち の 話 題 ー かみかわTopicsトピックス
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★作 品 名   原作：「信長協奏曲 NOBUNAGA CONCERTO」 
               　石井あゆみ
★キャスト　小栗旬、柴咲コウ、向井理、山田孝之
★脚 　 本　西田征史、岡田道尚、宇山佳佑
★監 　 督　松山博昭
■撮 影 日　2015.4.21 ～ 22（2 日間）
■撮影に来られた方：　サブロー / 明智光秀役の　
　小栗旬さん、羽柴秀吉役の山田孝之さん、
　蜂須賀小六役の勝也さん

　神河町誕生 10 周年高原ハーフマラソン大会が、
９月 27 日（日）に峰山高原を発着点とするコースで、
世界陸上北京大会に出場された神河町出身の藤原正
和選手をゲストランナーに迎え開催されました。大
会当日は、全国各地から 1，082 名のランナーの参加
があり、各部門にわかれ、絵に描いたような青空の
もと、高低差 150 ｍの起伏が激しい山あいのコース
を思い思いの走りを楽しんでゴールされました。
　大会に携わっていただいたすべての皆様方の「お
もてなし」の心を大切した運営により、大会が成功
裏に終了したことに心から感謝申し上げます。

　　神河町の砥峰高原において、また大きな映画撮
影が行われました。撮影されたのは、映画「信長協
奏曲」の明智光秀軍と羽柴秀吉軍の壮絶な合戦（山
崎の戦い）シーンです。
　撮影には、２日間で延べ 800 名（内スタッフ 150
名× 2 日）が参加、そのうち町内エキストラの方々
が延べ 104 名参加されました。この度の撮影ではエ
キストラが主役となり、甲冑を着た騎馬武者の猛々
しい姿や両軍入り乱れてのラストシーンは迫力満点
でした。
　今回は山焼き後の真っ黒な高原という事で、関係
者のご理解とご協力のもと撮影が成功しました。ま
た、撮影により、町内の宿泊施設・お弁当・バス利
用等、大きな経済効果がありました。
　映画公開は、2016 年 1 月 23 日（土）全国東宝系ロー
ドショーです。ぜひ、お楽しみに。
　なお、製作者側の意向により、これまで情報公開
を控えておりました。

（入賞者と他の写真はホームページ http://www.kamikawa-marathon.com/ をご覧ください。）



地域おこし協力隊員が就任

産科医療功労者厚生労働大臣表彰

－小寺亜也香さん（２７）明石市出身－

ー中村区・粟賀町区の歴史的景観形成地区で実施ー
かみかわ木造インターンシップ

町イチ！村イチ！2015神河町参加！

ー ま ち の 話 題 ーかみかわTopicsトピックス
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　10 月１日から地域振興課に所属し、空き家の
利活用や調査事務、町内の活性化策の取り組みの
仕事をしてもらいます。写真のとおり、明るく活
動的な小寺さんから、メッセージです。
　「将来は神河町でゲストハウスを起業したいと
考えています。３年間パン屋さんで働いた経験も
活かし、いろんな活動をしたいと意気込んでいま
すので、町内で見かけられましたらお気軽に声を
掛けてください。」

 この表彰は、厚生労働大臣が、都道府県知事
の推薦のもと、長年にわたり、地域のお産を支
え、産科医療を推進してきた医療機関等の団体
や個人の功績をたたえるものです。
　岩﨑副院長は、神戸大学医学部を卒業後、産
婦人科医として勤務し、当院へは昭和 57 年に
着任。長年にわたって一人で 365 日 24 時間、
地域の産科医療の確保・推進に貢献してこられ
た努力・功績が評価され受賞となりました。

　９月 15 日（火）から 18 日（金）の４日間、木
造インターンシップが開催され、日本工科大学校
から 24 名、東播工業高校から６名の学生が参加
しました。
　今回は、銀の馬車道交流館の外壁の鎧張り作業
と古民家の改修作業を行いました。兵庫土建組合
神崎分会の皆さまが指導に当たり、大工作業や左
官作業について、道具の使い方から細かく指導さ
れていました。
　途中、雨天で作業も難航しましたが、最終日に
は銀の馬車道交流館の外壁の鎧張り作業は完成。
閉講式では神崎分会手作りの木製の終了証を手渡
され、学生たちは感動していました。

　9 月 22 日（日）～ 23 日（祝・月）の２日間、
東京国際フォーラム（東京都千代田区）において
町イチ！村イチ！ 2015 が開催され、神河町も参
加しました。これは全国町村会が主催するイベン
トで、「町村から日本を元気にする！」をテーマ
に全国から 323 町村が参加し、２日間で 5 万 2 千
人の来場者がありました。
　神河町は特産品の販売や観光ＰＲ、自然薯だし
とろろの食堂販売や商談会、またゆるキャラ出演
に参加し、神河町の魅力を PR しました。

公立神崎総合病院　岩﨑信吾 副院長（産婦人科）



12 月１日は世界エイズデーです
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　11 月 の 保 健 行 事  献血のお知らせ			 
献血へのご協力をお願いします。

			 
と　き：１１月１８日（水）			 
ところ：Ｋ-net			
　　　　 10 時 00 分 ～ 11 時 30 分		
	 役場本庁舎			 
　　　　 13 時 30 分 ～ 16 時 00 分	 	
	

【４００ｍｌ献血対象年齢】                         
１７～６９歳（男性）、１８～６９歳（女性） 
※ ６５歳以上の方は、６０～６４歳の間に 

　　献血経験がある場合に限ります。	

 
11 月 は

児童虐待防止推進月間です
   児童虐待は、子どもの生命に危険を及
ぼすだけでなく、心にも深い傷を残すこと
になります。児童虐待は、地域全体で取
り組むことで、発生予防や早期発見につ
ながります。
　あなたの周りに「気になる子ども」は
いませんか？「もしかしたら」と感じたら、
すぐに、住民生活課（☎ 34-0962）ま
たは健康福祉課（☎ 32-2421）、姫路
こども家庭センター 児童虐待防止 24 時
間ホットライン（☎ 079-294-9119)
に連絡してください。あなたの一報で救
われる子どももいます。

実施日 行　事　名 対　象　者 受付時間 場所

6 日 
（金）

すくすく相談 
（乳幼児相談）

Ｈ 25 年 10 月生まれ
H 26 年 3 月・10 月
生まれ及び希望者

13：30 
 ～ 14：30

神
崎
支
庁
舎

24 日 
（火） もぐもぐ教室 H 27.7.24 ～

　9.18 生まれ
13：30
 ～ 13：40

25 日
（水）

1歳６か月児健診 Ｈ 26 年 3 月～
４月生まれ

13：00
 ～ 13：30

３ 歳 児 健 診 Ｈ 24 年 6 月～
７月生まれ

13：00
 ～ 13：30

2 日
（月） 栄 養 相 談 一般住民 9：00

 ～ 11：30
10 日

（火）
健 康 福 祉
なんでも相談 一般住民 9：00

 ～ 11：30
				  

■日本では、1 日あたり約 4 人が感染者として新たに報告
されています！
■感染経路は 4 つ　
　①性行為　
　② HIV が混入した注射器の共同使用
　③お母さんから赤ちゃんへの母子感染
　④ HIV が混入した血液の輸血や血液製剤
HIV に感染しているかどうかは感染の心配な出来事から 3
か月経過してからの検査をお勧めします。検査を目的とし
た献血は絶対にしないでください。

【HIV 検査・問合せ】
中播磨健康福祉事務所（福崎保健所）☎２２－１２３４
毎月第１・３水曜日・予約制（匿名、無料で受けることができます）

ＡＩＤＳ　ＩＳ　ＮＯＴ　ＯＶＥＲ　だから、ここから

レッドリボン

① 白菜・キャベツをみじん切りにし、
　 塩をもみこみ５分ほどおき、水気をよく切る。
② たまねぎ・しいたけもみじん切りにし、ラップをかけて 30 秒   
　 レンジにかけ粗熱をとり、水気をよくきる。
③ ボウルにミンチを入れ、ねばりが出るまでこねてからＡを入
　 れてよく混ぜる。
④ ③に①・②・みじん切りにしたニラを入れてよく混ぜて寝かす。
⑤ 等分し、皮で包む。
⑥ フライパンに油をひき焼く。
⑦ 水気がなくなったら蓋を外して焼き色をつける。

　白菜	 160 ｇ
   キャベツ	 60 ｇ
   塩	 小さじ１／３
・たまねぎ	 40 ｇ
・しいたけ	 20 ｇ
・豚ミンチ	 120 ｇ
　　しょうゆ	 小さじ２
　　砂糖	 小さじ１
　　にんにく（すろおろし）小さじ１/ ２
　　生姜（すりおろし）	 小さじ１/ ２
・ニラ	 20 ｇ
・餃子の皮	 24 枚
・ゴマ油	 適量

（6 個分の栄養価）
エネルギー  １９３kcal
たんぱく質　    ９．５ｇ
塩分　　　　    １．０ｇ

～メンズクッキングより～　
　今回は昨年とはまた違ったレシピで、リクエストメニューの餃
子を作りました。昨年よりも野菜をたっぷり入れ、全員で ｢あー
でもない｣ ｢こーでもない｣ と言いながら包みました。みなさん
包み終わる頃にはとても上手になっておられました。
　写真は１人分の献立で炊き込みご飯・餃子・スープ豆腐団子です。

（主菜）ぎょうざ（24 個分）
～ 野菜を食べよう ～

Ａ
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ケアステーションかんざき　だより
☎ 32 － 1910

　ケアステーションかんざきでは、12 月５日（土）
午後２時～４時に『こころの健康講座　～自分と
大切な人を守るために～』と題して、地域公開講
座を開催します。
　今回お話いただくのは大阪医科大学神経精神医
学教室　准教授の康(こう)　純(じゅん)先生です。
私たちは日々さまざまなストレスにさらされてい
ます。学校や職場、地域での人間関係、子育てや
介護などそれぞれの年代でストレスの要因となる
ことがあります。ストレスの多い社会で、こころ
に不調をきたすというのは特別なことではなくな
っています。このような中で、こころを健康に、
穏やかに過ごすためにはどのようなことを考えて
いけばいいのでしょうか。今回の講座ではそうし
た点について、専門的な視点からお話をいただく
予定です。

　ストレス社会で生活をしていく中で、自分のこ
ころとどう付き合っていくのか、また周りの人が
こころに不調をきたしたときのサポートの方法な
ど、地域のみなさんと、こころの健康について考
える機会にしたいと考えています。ぜひ、お気軽
にご参加ください。

こころの健康講座
～自分と大切な人を守るため～

かみかわ　No.12019 
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皆さまからの質問を次の方法により受付けています。
１．公立神崎総合病院内投書箱（１階ロビーに設置）に投書
２．電子メールで送付（goiken1@kanzaki-hp.jp）
３．郵送（〒 679 － 2493　粟賀町 385 番地　公立神崎総合病院　総務課宛）

公立神崎総合病院のコーナー

　　 日本ではどれくらいの人がタバコを吸っているのですか？

喫煙の害については、よく知られているとおり、健康にとって百害あって一利なしです。成人喫
煙率は年々減少傾向にありますが、男性 38％、女性 8％（平成 25 年、厚生労働省国民健康栄養調査）

と、まだ相当数の人が喫煙している状況です。しかし、その中には止めたくても止められないという人
もいます。そういう人のために禁煙治療があり、2006 年度より、保険適用が開始されています。

禁煙はなぜ難しいのでしょうか？

喫煙習慣の本質はニコチン依存症であり、本人の意思だけではなかなか禁煙が困難であると言わ
れています。ニコチンがもたらす快感に癒されるため、ニコチンが切れるたびに次々とタバコを

求めてしまいます。また、これとは別に、タバコを吸うこと自体が生活パターンの一部となっているた
め、その習慣から抜け出せなくなるという心理的依存（習慣への依存）も禁煙を困難にさせています。

禁煙治療ではどのような治療を受けるのですか？

禁煙治療においては、ニコチンへの依存と習慣への依存を念頭に投薬や指導が行われます。禁煙
を始めると「タバコが吸いたい、イライラ、頭痛」など、ニコチン切れによる禁断症状が現れます。

これを抑えるために、飲み薬または貼り薬を使います。また、タバコを吸いたくなった時の対処法など
を指導し、禁煙が達成できるようにお手伝いしていきます。保険診療で定められた外来診療スケジュー
ルは初診、2 週目、4 週目、8 週目、12 週目の計 5 回の通院となります。費用は、およそ 2 万円（3 割負担、
飲み薬の場合）となります。
　タバコの呪縛から逃れられず、イライラされている方にはぜひ、禁煙治療を受けていただきたいと思
います。

副院長　田中　勝治

禁煙治療について

テーマ：『こころの健康講座　
　　　～自分と大切な人を守るために～』
い　つ：12 月５日（土）午後２時～４時
場　所：ケアステーションかんざき２階研修室
　　　　　　（公立神崎総合病院　隣）
講　師：大阪医科大学　神経精神医学教室
　　　　准教授　康（こう）　純（じゅん）　先生
参加費：無　料
その他：託児あり

（ご希望の方は事前申込みが必要です）
　駐車場はケアステーション北・東駐車場をご利
　用ください
　※くわしくはケアステーションかんざきまでお
　　問い合わせください
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公 民 館 だ よ り 中央公民館　☎３４ー１４５０
神崎公民館　☎３２ー１６８１11月

神河シニアカレッジ　
あやめ学級　　　　　　　　　　会場：中央公民館

11月のロビー展

中央公民館
１０周年記念事業文化財展
廣納忠良フォト作品展
山田成信・定信盆栽展

神崎公民館 今月はありません
									       
	

神河シニアカレッジ　
あじさい学級　　　　　　　　　会場：神崎公民館

公民館教室　成人対象　　　　　　　　　  館外研修

成人ゼミナール ⑦　　　　　　 会場　中央公民館　

公民館教室　成人対象　　　　　  会場：中央公民館

月　　日 時　間 内　　容

 11月12日（木）

10：20 
～

11：50

教養講座⑧			 
「広げようやさしい心と輝く笑顔」	
兵庫教育大学大学院
         准教授　淀澤勝治 氏

13：00 
～

15：00

趣味講座⑥
（俳句 ･ 短歌・色えんぴつ画
・民謡・園芸・コーラス）

							     
							     
			  教室名 月　　日 時　間
パソコン教室（中級） 11 月 12 日（木）⑦ 19：00 ～
英会話教室（初級） 11 月 17 日（火）⑥ 19：30 ～

月　日 時　間 内　　容

11 月 21 日（土）
13：30 

～ 
15：00

「東日本大震災から学んだこと」
町役場住民生活課 
　 課長補佐　平岡民雄　氏

月　　日 時　間 内　　容

11 月 26 日（木）

10：00 
～

11：30

教養講座⑧			 
「腹話術人生」			 
腹話術師
春風小イチローとシンちゃん

13：00 
～

15：00

趣味講座⑥
（書道・民謡踊り・茶道・歌謡・
野の花・園芸・グラウンド
ゴルフ）

教室名 月　日
古文書教室（初級） 11 月 20（金）⑦　　西脇方面

第 10 回ふるさと文化祭のご案内

中央公民館から県民芸術劇場のお知らせ 9/29 神河シニア館外研修（鳥取方面）

9/25・26　Ｈ27 県学ぶ高齢者のつどい
中・西播磨ブロック大会（市川町）

子ども公民館教室

子ども教室　　　　会場：大河内保健福祉センター

子ども教室　　　　　　　　　　会場：中央公民館

　
教室名 　月　　日 時　間

楽しいお菓子づくり教室 11 月 21 日（土）④ 9：00 ～

　
教室名 　月　　日 時　間

子ども茶道教室 11 月 3 日（火・祝）⑥ 9：30 ～

大山を背に蒜山にて 倉吉白壁土蔵群見学

芸能発表会　11月 3日（火・祝）
　　　　　　　　　10時～ 16時 30分
　　　会場：中央公民館　グリンデルホール	
作品展　　　11 月 13 日（金）　9 時～ 18 時
	  　　11 月 14 日（土）　9 時～ 18 時
　　　　　　11 月 15 日（日）　9 時～ 15 時
　　　　　会場：神崎公民館　神崎体育センター
＊作品搬入受付　１１日午後１時～１２日午後４時

　大会において、小林美惠子氏が神河シニアを代
表して、学ぶ高齢者の主張発表をされました。ま
た、正城信義氏の「グラウンドゴルフホールイン
ワンの時」と藤原慶子氏の「玉の緒」、２つの作
品が優秀賞に選ばれ、県中央大会に出品されます。

日　時	 11 月 23 日（月・祝）				  
　　　 午後２時開演（午後１時 30 分開場）		
場　所	 中央公民館　グリンデルホール			
演　奏	 音楽の館フィルハーモニー管弦楽団		
	 和洋楽器名手の「コラボと即興演奏」		
鑑賞料	 大人 800 円
 	  （当日券 200 円増）	 	 	 	
            中学生以下無料	

〈昨年の様子〉
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【中央公民館】
まにまに　　　　　　　　　　　　西　加奈子
身近な人が亡くなった後の手続のすべて　児島明日美
忘れられた巨人　　　　　　カズオ・イシグロ
甲州赤鬼伝　　　　　　　　　　　霧島　兵庫
レールの向こう　　　　　　　　　大城　立裕
ＭとΣ　　　　　　　　　　　　　内村　薫風
ジミ・ヘンドリクス・エクスペリエンス　 滝口　悠生
マイストーリー　私の物語　　　　林　真理子
中野のお父さん　　　　　　　　　北村　　薫
霧　ウラル　　　　　　　　　　　桜木　紫乃

                                                  他　９冊

【神崎公民館】
岳飛伝　14　撃撞の章　　　　　　北方　謙三
鬼神の如く　黒田叛臣伝　　　　　葉室　　麟
東京が壊滅する日　フクシマと日本の運命　 広瀬　　隆
人間の分際　　　　　　　　　　　曽野　綾子
八月のマルクス　　　　　　　　　新野  剛志
藪医ふらここ堂　　　　　　　　　朝井まかて
生命の星の条件を探る                  阿部　　豊
龍馬奔る　土佐の勇                  　山本　一力           
老後破産　長寿という悪夢　ＮＨＫスペシャル取材班
鯨分限　　　　　　　　　　　　　伊東　　潤                                                 

   　　　　　 他　11 冊 

　嬉しくても悲しくても感動しても頭にきても泣
けてくるという、喜怒哀楽に満ちた日常、愛する
音楽・本への尽きない思い。『サラバ！』で多く
の人に「信じる勇気」を与えた西加奈子の６年分
のエッセイが詰まった一冊。

　子午山に派兵した金の新帝は、史進に一蹴され
、撤退を余儀なくされる。そして、南宋と不戦協
定を結ぶ。一方、南宋軍を撃退した岳飛は、中華
南方への進出を模索し、動き始めた。

岳飛伝　14　撃撞の章
著　者　北方　謙三
発行所　集英社

まにまに　
著　者　西　加奈子
発行所　ＫＡＤＯＫＡＷＡ

おすすめ図書

（神崎公民館）（中央公民館）

～平成２７年１１月１日より図書館相互利用が始まります～
播磨圏域の市・町と姫路市が取り組む播磨圏域連携中枢都市事業の一環として、平成２７年１１月１日から、播磨圏域の
７市８町内に在住の方はこの圏域内の図書館等において、図書を借りることができるようになります。詳細は広報１１月
号と一緒に配布するチラシをご覧ください。
播磨圏域７市８町とは・・・姫路市、相生市、加古川市、高砂市、加西市、宍粟市、たつの市、稲美町、播磨町、市川町、
福崎町、太子町、上郡町、佐用町、神河町

新着図書のご案内
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対　象 内　　容 日（曜日） 場　所

０歳児
親子あそび １1 日（水） きらきら館

クリスマス工作 ２5 日（水） きらきら館

１歳児
かんたん！パン作り 1０日（火） きらきら館

クリスマス会の準備 ２4 日（火） きらきら館

２歳児
親子クッキング １２日（木） きらきら館

クリスマス会の準備 ２６日（木） きらきら館

３歳児
親子クッキング ５日（木） 大河内保健福祉センター

クリスマス会の準備 １９日（木） きらきら館

親子ハッピー体操 ２０日（金） 神崎体育センター

すくすく赤ちゃん体操 １８日（水） きらきら館
自由参加 電車・バスに乗ろう！ 6 日（金） 長谷方面（要申し込み）

☆　『子どもの笑顔』写真を募集します　☆

平成 27 年 9 月 1 日 22 平成 27 年 11 月 1 日 22 

＊グループ活動・体操教室は
　途中入会できます

（警報発令時はお休みです）

おひさま☆きらきら通信

11月  7日（土）宮野～上小田 方面
11月12日（木）長谷～川上 方面

11月 14日（土）10：00～

11月 28日（土）13：30～

12月 12日（土）10：00～

　秋も深まり、心地よく暖かい部屋の中で読む本も
また格別ですね。そんな素敵な時間にぴったりの一
冊をぜひどうぞ！
　今回は9:30～12:0０の間に上記の地域をサン
・ＳＵＮ号で巡回しています。
　お声掛けくださったその場で、絵本・児童書・小
説などを貸出します。ご利用をお待ちしています。 　見た目も温かな、布やフェルトなどでクリスマス

のリースを作ります。手作りのリースを家に飾り、
楽しいクリスマスを迎えませんか？
　　　　　　　　　　＊申し込みが必要です。

○劇団クラルテ　上演
　　　　「あわてんぼうのサンタクロース」
○楽しいワークショップ　○冬の絵本コーナー

　毎年、『子どもの笑顔』と題して、かわいい
子ども達の写真をきらきら館の壁に掲示して
います。
　今年も“笑顔の花”をたくさん咲かせるた
め、写真撮影にどうぞご協力ください。
　詳しくは、きらきら館（℡ 32-2410）に
お問合せください。

あおぞら図書館（巡回） おはなしなあに

クリスマス工作

なかよし☆おたのしみ会
12月  2日（水）10：00～11：30

おひさまタイム

グループ活動・体操教室

◆貸出冊数・・・・・・ 一人５冊、貸出期間30日
◆返却場所・・・・・・きらきら館 おひさまルーム
　　　　　　        中央公民館　神崎公民館

きらきら館　神河町中村 29
問 合 せ・・・  ☎ 32 ー 2410
開館時間・・・  9：00 ～ 17：00
休 館 日・・・  月曜日

　　「怒っても　笑って！」

（怒られていてもお母さんの笑顔が見たい３歳児）

   お

ひさまルーム・なかよしルーム
     ＝

 あそびにきてね！＝

『冬のあったかあそび』
場　所　大河内保健福祉センター 
対　象　子どもと保護者や祖父母の方
内　容　みんなで一緒に、体も心もあったかくな
　　　　るあそびをします。
　　　　１２月、１月生まれのお友だちのお誕生
　　　　会もあります。

場　所　きらきら館 
季節の読み聞かせや手あそび

場　所　きらきら館　創作室

場　所　きらきら館

問 合 せ　…　☎ 34 － 0315
　　　  または☎ 32 － 2410
利用時間　…　10：00 ～ 16：00
休 館 日　…　土曜・日曜・祝日

大河内保健福祉センター２階

子どもが大好きな玩具・絵本がいっぱいです。
子育て中の方ならどなたでも、お気軽に

遊びにおこしください。
なお、子育て相談もしていますので

どうぞお声掛けください。

子どものつぶやき
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“健康懐メロ教室は、誰もが歌える懐かしい歌を、みんなで大きな声で歌い、心と身体をリフレッ
シュさせ、健康維持に役立たせるサークルです。
　また、ボランティア活動として、ミニデイや福祉施設にも参加し、皆さまと共に楽しく活動して
おります。
　第三の人生、ぜひとも私たちと一緒に楽しみませんか？お待ちしております。

　活動日　　毎月２回（第２・４金曜日）
　時　間　　午後１時３０分から２時間
　場　所　　神崎公民館　　
　指導者　　竹内　和子
　代表者　　竹内　和子　　☎３４－１１５３

と　き　：11月８日(日）午前８時～午後４時	
ところ　：グリーンエコー笠形	

　グリーンエコー笠形はロング43.6ｋｍとミドル25.2ｋｍのスタ
ート地点となり町内の店舗出店があります。また、新田ふるさと
村ではショート15.3ｋｍのスタート地点となり、ゆずそばを提供
しています。			 
　越知川沿いの各施設では、エイドステーションとしてランナー
にゆずメニュー・給水を提供するだけでなく、ランナーと同じメ
ニューを一般向けに有料にてご提供しています。			 
“マラニック限定”のメニューもご用意しておりますので、ぜひ
ご賞味ください。
　コース周辺にお住まいの皆さまには、大変ご迷惑をおかけしま
すが、選手への応援及びお車の徐行運転など、ご協力をお願いし
ます。					   

●当日お越しの際、ランナーの事故防止の為、ドライバーの方は徐行運
　転をお願いします。			 
●雨天決行ですが、荒天中止の場合はweb「かみかわ観光ナビ」にてご
　案内します。	 		

サークル紹介（神崎公民館） 健康懐メロ教室

カ ー ミ ン の
観光案内所だより

開館時間：午前 9：00 ～午後 5：00
水 曜 日 定 休 日・ 電 話 34 － 1001

神河町観光協会

第 2 回ゆずマラニック開催
「越知川名水街道秋物語」かみかわ名水めぐり

問合せ　神崎公民館　☎３2－1681

参加店舗 　　内容　　　　　＝当日限定グルメ！
新田ふるさと村 ゆず入りそば　　　千ヶ峰そば、からかわ、お土産販売
きちゃった加工部 ゆずの干し菓子　　　　千ヶ峰湧き水　　　　コーヒー、

ミックスジュース、味噌、こんにゃく販売、まぜご飯
ふれあい喫茶ほっと おはぎ２個入り１００円
千ヶ峰南山名水 神越ミネラルウォーター、名水ようかん、

名水わらびもち
朱里逢 ＪＵＬＩＮ 500ml
喫茶わんかし 天然水とＲＯ水を販売､　天然水を使ったコーヒー

お菓子、カレーライス
熊野神社 ゆずわらび餅
そば処・ばくの家 ゆずすし        　そば湯　　　手打ち蕎麦
グリーンエコー笠形 ゆずっけ           ゆずトン汁         　
ぎゃらりー＆喫茶やまだ コーヒー､ 手作りシフォンケーキ
かんざきピノキオ館 米粉のお菓子          ゆず水
神姫グリーンバス 自転車下り
神河町観光協会 カーミングッズ、ゆずジュース､ 神河町の特産品
　	 ※価格・メニューは予告無く変更になることがあります。

と　き　11月22日（日）
　　　　午前10時～午後2時
ところ　新野駅西側広場
　　　　カーミンの観光案内前広場
　　　　Ｙショップふれあいマーケット

　　長谷ふれあい広場

　11月22日（日）に、新野水車の郷、
カーミンの観光案内所広場、Ｙショップふ
れあいマーケット長谷店の播但沿線の３つ
の地域で同時に秋の収穫祭を開催します！	
　秋の採れたて野菜の販売や餅まき、餅つ
きなど、地域ごとに楽しみが異なりますの
でぜひ３つの地域を巡ってください。
　そして今年は１０周年を記念し、神戸の
のサンバチーム フェジョンプレットさん
が、華やかに情熱的なサンバでステージを
盛り上げます！
　皆さまのお越しを心よりお待ちしており
ます。

秋の収穫祭開催
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く ら し
の

情 報
本　庁
総務課　　　　　34 － 0001
議会事務局　　　34 － 0213
地域振興課
　地域振興係　　34 － 0185
　商工観光係　　34 － 0971
　農林業係　　　34 － 0960
教育課　　　　　34 － 0212
住民生活課　　　34 － 0962
税務課　　　　　34 － 0961
建設課　　　　　34 － 0964
上下水道課　　　34 － 0966
会計課　　　　　34 － 0968
神崎支庁舎
　地域局　　　　32 － 1222
　健康福祉課　　32 － 2421
ケーブルテレビ局舎
　情報センター　32 － 2752
大河内保健福祉センター
　地籍課　　　　34 － 0965
公民館
　中央公民館　　34 － 1450
　神崎公民館　　32 － 1681
センター長谷　　35 － 0001
公立神崎総合病院
　　　　　　   32 － 1331

　男　　5,691 人　 （    -5）
　女　　6,300 人　 （      -2）
　計　 11,991 人　 （    -7）
世帯数　4,140 世帯（  -1）

人 の 動 き

※ 2015 年 9 月 30 日現在外国人も含む
　（　）は前月比
　転入　18 人
　出生　  5 人

転出　21 人
死亡　  9 人

※ 2015 年 9 月中の異動

第
41
回
神
河
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催
！

と　

き　

平
成
28
年
１
月
31
日   

   

（
日
）午
前
９
時
～（
小
雨
決
行
）

コ
ー
ス　

神
河
町
役
場
前
発
着

　
　
　
　

寺
前
～
高
朝
田
コ
ー
ス

種　

目　

マ
ラ
ソ
ン

   

１.

５
㎞
／
３.

０
㎞
／
５.

０
㎞

  

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ラ
ソ
ン
１.

０
㎞

　

ジ
ョ
ギ
ン
グ
１.

０
㎞
～
１.

５
㎞

招　

待　

西
脇
工
業
高
校
、
須
磨

　

学
園
高
校
駅
伝
選
手

問
合
せ　

教
育
課
社
会
教
育
係　

　
　
　
　
　

☎
３
４

－

０
２
１
２

「
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
な
か
は
り

ま
」
公
開
ガ
ー
デ
ン
募
集

　

個
人
宅
や
事
業
所
の
庭
園
を
、

特
定
の
期
間
に一般
公
開
す
る
公
開

ガ
ー
デ
ン
を
募
集
し
ま
す
。

開
催
期
間　

　

①
４
月
22
日（
金
）～
24
日（
日
）

　

②
５
月
20
日（
金
）～
22
日（
日
）

　

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

だ
し
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
、
イ
ノ
シ
シ

に
つ
い
て
は
３
月
15
日
）
ま
で
は
、

狩
猟
期
間
で
す
。

　

こ
の
期
間
中
は
、
町
外
の
ハ
ン

タ
ー
も
山
へ
猟
に
入
ら
れ
ま
す
。

　

ハ
イ
キ
ン
グ
や
登
山
な
ど
で
山

へ
入
ら
れ
る
場
合
は
、
目
立
つ
服

装
で
入
山
す
る
な
ど
事
故
防
止
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

ハ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ま
は
、
ル
ー

ル
を
守
り
安
全
な
狩
猟
に
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

地
域
振
興
課
農
林
業
係

　
　
　
　
　

☎
３
４

－０
９
６
０

第
２
回
中
播
磨
防
災
講
座

テ
ー
マ
『
高
齢
者
向
け
食
事
支
援

と
災
害
時
に
お
け
る
注
意
点
、
防

災
知
識
』

　

高
齢
者
向
け
食
事
支
援
を
テ
ー

マ
に
、
災
害
時
、
常
備
食
や
手
に

入
り
や
す
い
食
材
を
使
っ
て
、
誰

に
で
も
簡
単
に
で
き
る
高
齢
者
向

け
非
常
食
の
作
り
方
な
ど
を
講
義

し
ま
す
。
ま
た
、
い
ざ
と
い
う
時

に
役
に
立
つ
防
災
知
識
講
座
を
行

う
予
定
で
す
。

講　

師　
　

兵
庫
県
立
大
学
環
境

　

人
間
学
部　

食
環
境
栄
養
課
程

　

教
授　

吉
村
美
紀

と　

き　

11
月
26
日
（
木
）

　

午
後
２
時
～
午
後
４
時

と 

こ 

ろ　

大
河
内
保
健
福
祉
セ
ン

　

タ
ー

申
込
方
法　
【
氏
名
】【
お
住
ま
い

　

の
地
域
】【
お
電
話
番
号
】【
第

　

２
回
講
座
受
講
希
望
】
を
明
記

　

の
う
え
、
11
月
25
日
（
水
）
ま

公
開
要
件　

姫
路
市
及
び
神
崎
郡

　

内
に
お
い
て
個
人
、
事
業
所
、

　

団
体
等
が
管
理
し
、
公
開
期
間

　

中
に
無
料
で一般
開
放
で
き
る
庭

　

園
や
花
壇

募
集
締
切　

11
月
27
日
（
金
）

申
込
方
法　

住
民
生
活
課
（
☎

　

３
４

－０
９
６
３
）
に
、
参
加
要

　

領
と
申
込
書
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

姫
路
市
公
園
緑
地
課　

　

☎
０
７
９

－２
２
１

－２
４
１
２

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
料
金
減
免
の
お

知
ら
せ

　

次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
該

当
さ
れ
る
場
合
、
規
定
の
料
金
が

減
免
さ
れ
ま
す
。

　

該
当
さ
れ
る
場
合
は
、
情
報
セ

ン
タ
ー
ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

該
当
基
準
・
減
免
額

①
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保

　

護
を
受
け
て
い
る
加
入
者
…

　
　

加
入
者
負
担
金
・
基
本
料
金

　
　

の
全
額
免
除

②
視
覚
、
聴
覚
障
害
者
（
身
体
障

　

害
者
福
祉
法
に
規
定
す
る
１
級
、

　

２
級
に
該
当
す
る
身
体
障
害
者

　

手
帳
を
所
持
す
る
）
に
該
当
し
、

　

か
つ
そ
の
該
当
者
が
主
た
る
生

　

計
維
持
者
で
あ
る
加
入
者
…

　
　

加
入
者
負
担
金
・
基
本
料
金

　
　

の
半
額
免
除

③
一
人
暮
ら
し
で
70 

歳
以
上
の
加

　

入
者
…

　
　

加
入
者
負
担
金
、
基
本
料
金

　
　

の
半
額
免
除

申　

請

②
に
該
当
さ
れ
る
場
合
は
、
身
体

　

障
害
者
手
帳
の
コ
ピ
ー
を
添
付

　

し
て
く
だ
さ
い
。

③
に
該
当
さ
れ
る
場
合
は
、
民
生

　

委
員
か
ら
状
況
確
認
を
受
け
た

　

う
え
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局

舎
に
あ
り
ま
す
。

＊
申
請
後
、
該
当
基
準
か
ら
外
れ

　

た
場
合
は
、
必
ず
減
免
解
除
申

　

請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ　

情
報
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
３
２

－

２
７
５
２

文
化
財
保
護
強
調
週
間

　

11
月
１
日
か
ら
７
日
は
「
文
化

財
保
護
強
調
週
間
」
で
す
。

　

文
化
財
は
国
民
共
有
の
貴
重
な

財
産
で
す
。
期
間
中
は
文
化
財
の

公
開
や
史
跡
め
ぐ
り
，
伝
統
芸
能

発
表
会
な
ど
の
様
々
な
行
事
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
機
会
を
利
用
し
て
、
ぜ
ひ

様
々
な
行
事
に
参
加
し
，
日
本
の

歴
史
や
文
化
に
触
れ
て
く
だ
さ

い
。 

　

神
河
町
で
は
、
指
定
文
化
財
の

パ
ネ
ル
展
（
於
：
中
央
公
民
館
11

月
7
日
迄
）
や
、
ふ
る
さ
と
文
化

祭
（
広
報
20
頁
に
案
内
掲
載
）
な

ど
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

兵
庫
県
最
低
賃
金
の
改
正
に
つ
い

て
　

兵
庫
県
最
低
賃
金
が
10
月
１
日

か
ら
時
間
額
７
９
４
円(

改
正
前

は
７
７
６
円)

に
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

　

最
低
賃
金
は
、
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
す
べ
て
の

労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
詳
し

い
こ
と
は
、
兵
庫
労
働
局
労
働
基

準
部
賃
金
課
（
電
話
０
７
８

－

３
６
７

－

９
１
５
４
）
又
は
最
寄

り
の
労
働
基
準
監
督
署
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

狩
猟
シ
ー
ズ
ン
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

11
月
15
日
か
ら
２
月
15
日
（
た

　

募　

集　
　

　

イ
ベ
ン
ト　

　

お
知
ら
せ



　

で
に
左
記
申
込
先
ま
で

　

※
お
申
し
込
み
多
数
の
場
合
先

　
　

着
順

申
込
先
・
問
合
せ

　

〒
６
７
０

－０
９
３
２

　

姫
路
市
下
寺
町
43
姫
路
商
工
会

　

議
所
新
館
４
階　

コ
ム
サ
ロ
ン

　

２
１
中
播
磨
防
災
講
座
係

　
☎
０
７
９

－２
２
４

－８
８
０
３

　
（
平
日
午
前
10
時
～
午
後
6
時
）

　

F
A
X
：
０
７
９

－２
２
４

－
　

１
５
５
３

　

M
A

IL

：info@
com

21.or.jp

　
（
件
名
は
「
第
２
回
中
播
磨
防
災

　

講
座
申
込
」
と
し
て
く
だ
さ
い
。）

緑
化
活
動
に
最
大
４
０
０
万
円
補
助

県
民
ま
ち
な
み
緑
化
事
業

　

県
民
緑
税
を
活
用
し
、
自
治

会
・
緑
化
団
体
な
ど
の
住
民
団
体

や
土
地
所
有
者
な
ど
が
実
施
す
る

公
園
・
広
場
・
空
地
・
学
校
・
幼

稚
園
な
ど
の
植
樹
や
芝
生
化
な
ど

の
緑
化
活
動
に
最
大
４
０
０
万
円

ま
で
補
助
し
ま
す
。

募
集
期
間

　

11
月
30
日
（
月
）
ま
で
に
必
要

　

書
類
（
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）

　

を
作
成
し
て
提
出

提
出
先
・
問
合
せ

　

地
域
振
興
課
地
域
振
興
係　
　

　

☎
３
４

－０
１
８
５

　

県
中
播
磨
県
民
セ
ン
タ
ー
ま
ち

　

づ
く
り
建
築
第
１
課

　

☎
０
７
９

－２
８
１

－９
３
１
３

　

県
都
市
政
策
課
緑
化
政
策
班

　

☎
０
７
８

－３
６
２

－３
５
６
３

　

中
・
西
播
磨
地
区
精
神
保
健
福

祉
研
修
会
を
開
催

　

近
年
、
精
神
障
が
い
者
の
地
域

移
行
が
叫
ば
れ
る
中
、
病
院
の
医

療
だ
け
で
な
く
自
宅
で
看
護
が
受

け
ら
れ
る
精
神
科
訪
問
看
護
の
必

要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。 

　

精
神
疾
患
は
、
誰
に
で
も
発
症

す
る
可
能
性
が
あ
る
病
気
で
す
。

精
神
疾
患
を
正
し
く
理
解
し
、
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を

目
指
す
た
め
、
研
修
会
を
開
催
し

ま
す
。
ど
な
た
で
も
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日　

時　

11
月
28
日
（
土
）　　

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時 

場　

所　

福
崎
町
エ
ル
デ
ホ
ー
ル 

内　

容

・
講　

演 

　
「
精
神
科
訪
問
看
護
の
実
際
」 

　

兵
庫
県
立
大
学
看
護
学
部
講
師

　

川
田
美
和
氏

・ 

体
験
発
表
（
家
族
・
当
事
者
よ

　

り
） 

・
バ
ザ
ー
（
各
施
設
の
授
産
品
等

　

を
販
売
）

申
込
締
切　

11
月
20
日（
金
）ま
で

申
込
・
問
合
せ

　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
中
播
磨
峰
の
会

☎・Ｆ
Ａ
Ｘ
と
も　
２
２

－

７
５
３
７

宝
く
じ
社
会
貢
献
広
報
事
業

給
食
配
送
車
を
購
入

　

平
成
27
年
度
社
会
貢
献
広
報
事

業
と
し
て
、
市
町
村
振
興
宝
く
じ

の
収
益
金
に
よ
る
助
成
金
を
活
用

し
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
給
食
配
送

車
（
さ
く
ら
）
を
購
入
し
ま
し
た
。

11
月
は
「
労
働
保
険
適
用
促
進
強

化
期
間
」
で
す

　

社
員
、
従
業
員
、
ア
ル
バ
イ
ト

な
ど
、
労
働
者
を
１
人
で
も
雇
い

入
れ
た
事
業
主
は
、労
働
保
険（
労

災
保
険
・
雇
用
保
険
）
の
加
入
手

続
き
を
行
い
、
労
働
保
険
料
を
申

告
・
納
付
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
を
ま

だ
さ
れ
て
い
な
い
事
業
主
は
、
従

業
員
が
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
に
、

早
急
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

　

姫
路
公
共
職
業
安
定
所　

　

☎
０
７
９

－２
２
２

－

４
４
３
２

　

姫
路
労
働
基
準
監
督
署　

　

☎
０
７
９

－２
２
４

－

１
４
８
１

防
犯
情
報
が
入
手
で
き
ま
す

　

兵
庫
県
警
で
は
、「
ひ
ょ
う
ご

防
犯
ネ
ッ
ト
」
で
犯
罪
情
報
や
防

犯
情
報
な
ど
を
、
登
録
者
に
メ
ー

ル
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。　

　
「
ひ
ょ
う
ご
防
犯
ネ
ッ
ト
」
か

ら
防
犯
情
報
を
入
手
し
て
、
防
犯

対
策
の
一
環
と
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
方
法

　

携
帯
電
話
等
か
ら

　
「 hpp@

hbnp.net 

」
に
空
メ
ー
ル
を
送

信
す
る
と
、
し
ば
ら

く
す
る
と
「
ひ
ょ
う
ご
防
犯
ネ
ッ

ト
」
か
ら
メ
ー
ル
が
送
信
さ
れ
ま

す
の
で
、
そ
の
画
面
案
内
に
そ
っ

て
登
録
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
で
も
ア
ド

レ
ス
を
読
み
込
め
ま
す
。

かみかわ　No.12025 

　

相
談

　

こ
の
よ
う
に
、
宝
く
じ
の
収
益

金
は
私
た
ち
の
暮

ら
し
に
役
立
っ
て

い
ま
す
。

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
な
ど
、
女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な

人
権
問
題
に
つ
い
て
電
話
相
談
に

応
じ
ま
す
。

と　

き　

11
月
16
日（
月
）～
20
日

　
（
金
）
午
前
８
時
半
～
午
後
７

　

時

　

11
月
21
日
（
土
）・
22
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

相
談
電
話
番
号

０
５
７
０

－

０
７
０

－

８
１
０

（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

担
当
者　

人
権
擁
護
委
員
、
法
務

　

局
職
員

相
談
方
法　

電
話
相
談
の
み　

無

　

料　

秘
密
厳
守

問
合
せ　

神
戸
地
方
法
務
局
人
権

　

擁
護
課

☎
０
７
８

－

３
９
２

－

１
８
２
１

　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
４
５
）

11
月
25
日（
水
）～
12
月
1
日（
火
）

　

は
犯
罪
被
害
者
週
間
で
す

　

犯
罪
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
々
の

心
の
悩
み
や
精
神
的
不
安
等
に
つ

い
て
の
相
談
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

相
談
窓
口

（
１
）
兵
庫
県
警
察
被
害
者
支
援

　

室
（
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
０
１
２
０

－３
３
８

－２
７
４

　
（
土
、
日
、
休
日
を
除
く
）

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時
45
分

（
２
）
N
P
O
法
人
ひ
ょ
う
ご
被

　

害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
８

－３
６
７

－７
８
３
３

電
話
相
談　

火
・
水
・
金
・
土
（
祝

　

日
を
除
く
）

　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

面
接
相
談
（
法
律
・
心
理
）

＊
要
予
約

問
合
せ　

福
崎
警
察
署
警
務
係　

　

☎
２
３

－０
１
１
０　
　



福崎
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神河町役場　所在地：〒 679 － 3116 兵庫県神崎郡神河町寺前 64

TEL：0790 － 34－0001　FAX：0790－34－0691（代表）　代表メールアドレス　info@town.kamikawa.hyogo.jp

11月
くらしのカレンダー

◦古文書教室
　（初級）館外研修
　

◦もぐもぐ教室
　13：30～

◦収穫祭
　長谷・寺前・新野

◦あじさい学級
　教養10：00～
　趣味13：00～

SUN（日） MON（月） TUE（火） WED（水） THU（木） FRI（金） SAT（土）

51 62 73

8

4

9 10 12 13 14

15 16 17 18 19 20

27

21

2822

29

23 2524 26

◦てくてくウォーク
　 ラリー教室
　9:30～

◦てくてくウォーク
　 ラリー教室
　福崎 9:00～

11

◦ふるさと文化祭
　芸能発表会　
10:00～ グ
◦子ども茶道
　教室
　9:30～ グ

神支

◦パソコン教室  
　（中級）　
　19:00～ 中公

◦楽しいお菓子づくり
　 教室 9:00～

◦人権青少年健全
　育成合同大会
　9:00～

◦1歳6ヶ月児、
　３歳児健診　
　13:00～ グ

グ

30

◦人権教室
　猪篠19:30～
　

◦神河町誕生
　10 周年記念式典
　10:00～
　

◦健康福祉
　なんでも相談
　9:00～11：30 ◦糖尿病教室　

　10:30～11：30

◦糖尿病教室　
　10:30～11：30

◦町ぐるみ健診
　8:30～11：00

◦母子父子家庭
　相談　
　10:30～15:00
　  福崎町　サルビア会館

◦すくすく相談
　13:30～

◦栄養相談　　
　9:00～

◦国民健康保険税
　３期

◦国民健康保険税
　 ４期

◦介護保険料４期
　納期限

◦介護保険料５期
　納期限

◦町県民税３期　

勤労感謝の日

文化の日

◦あやめ学級
　教養10:20～
　　趣味13:00～

◦ふるさと文化祭
　作品展①
　9:00～
◦心配ごと相談
　13:00～

◦ふるさと文化祭
　作品展②
　9:00～

◦ふるさと文化祭
　作品展③
　9:00～

神支
神支

神支神支

本

◦食育の日

保セ

◦英会話教室
　（初級）
　19:30～　

◦献血
　k-net10:00～11:30
　  　　  13:30～16:00

◦人権教室
　越知 13:30～

◦婦人セット健診
　13:00～ 総病

中公

保セ

中公

　　　役場本庁舎
　　　神崎支庁舎
　　　中央公民館
　　　神崎公民館
　　　大河内保健福祉センター
　　　グリンデルホール

　　　きらきら館
　　　はにおか運動公園
　　　温水プール
　　　カーミンの観光案内所
　　　町民グラウンド
　　　神崎総合病院

神支

神公

総病

中公
カ

保セ 町グ

プ
は
き

グ

本

◦ロープジャンプＸ、
　アジャタ大会　
　神崎体育センター
　  9:00～　　　　

◦成人ゼミナール
　13:30～

神支
神支

◦人権をたしか
　める日

◦人権教室 　
　本村 10:00～
　加納 13:30～
　上小田 19：00 ～
◦越知谷名水街道
　 秋物語第2回　
　 ゆずマラニック

◦人権教室 　
　山田 10:00～

◦人権教室 　
　大河 14:00～

神公 神公

神公

総病

総病

中公

神公

◦県民芸術劇場 
　14:00～

グ


